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特に , 1.00div/min (前 報 参照 ) 以上 の も の で は 黒雲 母 中 に た ハロー が 多く 認め られ , 0.25 
div/min 以下 の 細 放 射 角 の も の で は 今 ま で に ハロ ー が 認め られ た も の は な い 。 (3) ME 
Aix 1.00div/min 以上 の も の で は 殆 ん ど bytownite で , それ 以下 の も の は bytownite 
と labradorite と が 共存 する も の が 多い 。 (4) 0.75div/min 以上 の 試料 は 粗 料 の も の 
DBA, 0.75div/min 以下 の も の で は 中 料 が 殆 ん ど で あ る 。 

B 放射 鮨 と 主 成 分 鉄 物 と の 関係 に つい て いえ ば , 一 般 に 8 BHO R VS OW ERA 
又は 石英 を 多く 含有 する 。 特に その 内 で る も 正 長石 の 含有 量 の 多い も の 程 8 放射 能 が 強い 。 
その 上 , 正 長 石 を 一 番 多 く 含有 し て いる も の で も それ に 次 いで 多い 鉱物 が 石英 で あぁ る 場合 
DEY, 倖 長石 で ある 場合 より も A 放射 能 が 強い 。 

A) Lime CLERDAAE ERA -ARA- RESO 副 成 分 と し て は ジル コン 
を か な り 多 く 含み , SRA Ab- 成分 に 富む が , ABE CILERDUAEA AR: 
ERA: Able - BEECH), 倖 長 石 は 田 ノ 上 岩 体 の も の より る An- 成分 に 富む 。 

ARE?) は 火成岩 に 特有 な 例 で ある “CME” を な す 妥 長 石 が 圧倒 的 に 多い 場合 の 花 
faza% I-Group と し , 変成 岩 に し ば し ば 見 る よう に “WC Mik” EATARAKZLY 
場合 を M-Group と し て いる 。 

と ころ で , A ノ 上 花 賠 岩 体 の 斜 長 石 の 双 品 に は C 型 の も の が 非常 に 多く , RBERKOR 
長石 の 双 上 品 に は 非常 に 和 区 で あぁ る 。 LOT, 和牛 来 氏 の 見 解 に し た が えば , 田 ノ 上 岩 体 は 火 成 
岩 起 源 で あり, 木屋 岩 体 は 変成 作用 の 産物 で ある と いえ よう 。 

ホル ン フ ェ ル ス の 方 に 注目 する と , 田 ノ 上 花 賠 岩 に 接する ホル ン フ ェ ル ス は 再 結 品 の 度 
合 の 異な つた 部 分 の 分 布 が 非常 に リズ ミカ ル で , これ に 位 つ て 放射 能 分 布 る 波状 に 変化 し 
て いる 。 その うち か な り 大 きい 結 品 の で き て いる 部 分 で は 放射 能 が 強く , 黒雲 母 中 に ハロ 
ー を と も な うこ と も ある 。 木屋 岩 体 で は 再 結晶 作用 が 全体 的 に 進ん で お り , 比較 的 一 様 に 
な つて いて ハロ ー は 認め られ な い 。 


3. 化学 成分 と 接触 部 を よぎる 放射 能 分 布 曲 線 の 型 と の 関係 


地質 調査 所 の 服部 , 野沢 両氏 3) に より まとめ られ た 本 邦 産 花 賠 岩 質 岩 大 の 分析 値 を 用 
い , 放射 角 分 布 曲 線 の 型 と その 接触 作用 に あず か つた 花 賠 岩 の 化 学 成分 と の 関係 を いろ い 
ろ と 取扱 つた 。 ZOU, 三 の 例 を 第 1 図 に 示す 。 

これ に よる と , あぁ あまり は つき り と し た 関連 隆 は 見 られ な い が , 第 2 図 に 示す 通り K,O 
と ALO。 と の 関係 を 示す 図 上 で 放射 能 分 布 曲 線 の 各 型 が 占め る 位置 に 注目 する と , この 
成分 関係 と 放射 能 分 布 曲 線 の 型 と の 間 に は 関連 隆 が 見 出さ れる 。 す な わ ち 第 工 型 っ 第 II 
型 っ 第 ILL 型 っ 第 IV WOAHVISU CT KK。O は 減少 し Al20。 が 増加 する 傾 向 が 見 出 
され る 。 この 傾向 は 火成岩 的 花 賠 岩 か ら 変 成 岩 的 花 陽 岩 へ の 傾向 を 示す と 閉 えら れる 。 


4. ノル ム 計 算 に よる 成分 と 接触 部 を よぎる 放射 能 分 布 曲 線 の 型 と の 関係 


(1) 石英 一 曹長 石 一 灰 長石 の 三成 分 系 放射 能 分 布 測定 に 供し た 花 賠 岸 に つい て ノル ム 
の 決定 を 行ない , 第 3 図 の 石英 一 草 長 石 一 灰 長 石 の 三成 分 系 図 を 得 た 。 こ の 図 に お いて 同 
— OWNED HERBIER T SY OULU RS CH Lr oft I 型 は 水蒸気 圧 5S00kg/cm? 
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第 1 図 化学 成分 と 接触 部 を よぎる 放射 能 分 布 曲 線 の 型 と の 関係 
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第 2 図 0-Al2O。 成 分 と 接触 部 を よぎる 放射 能 分 布 曲線 の 型 と の 関係 
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第 3 図 石英 一 草 長 石 一 灰 長石 一 三成 分 系 図 
に 表わさ れる 成分 と 放射 能 分 布 曲 線 に よる 型 
と の 関係 


Or 

この 図 の 中 で 標示 され る 印 。 KOR tk は 上 部 
か ら Tultle と Bowen (1958) に よる 水蒸気 
圧 が 夫々 500, 1000, 2000, 3000, 4000kg/cm2 
の と き の 共 融点 を 示す 。 


第 4 図 田 フ 上 岩 体 , 北上 山地 , 松山 西条 一 

玉野 岩 体 の 各 岩 体 に お ける 放射 人 能 分 布 曲線 に 

よる 型 と ノル ム 計 算 に よる 長石 成分 と の 関係 
Or 


の 時 の 共 融 点 附 近 に 集まり , 

Il 弄 お よび 第 1 エー1II 導 
は 2,3 を 除い て 1000, 2000, 
3000kg/cm? の 時 の 共 融 点 
附近 に 集まる 。 そ れ に 対し て , 
第 Il 型 は 全体 を お お う よ 

うに 広く 分 布 す る が 「 人 第 項 ラ 
IV #0 - # IV Hx 4000 
kg/cm? また は 更に それ 以上 
の 圧力 の と き の 共 融点 が 表 わ 
れる と 予想 され る 附近 に 位 罰 
する 。 

N. L. Bowen te O: F, 
Tuttle HRY の 研究 に よる 
と 茶 融 点 は 水蒸気 圧 が 500, 
1000, 2000, 3000, 4000 
kg/em? (me SZrveL RRO 
て 図 に 示す よう に 上 部 の XZ 
る 成分 か ら 貢 長石 成分 に 富む 
成分 へ と 次 第 に 変化 し て いる 。 
ミミ れ ら を る LIZLT Bowen 
と Tuttle 両氏 は 火 成 起 源 の 
花 賠 岩 は 比較 的 藻 所 の 生成 物 
で あり , 変成 作用 に も と づき 
生成 し た 花 賠 岩 や 花 賠 片 麻 岩 
は 比較 的 深 所 生成 物 で ある と 
の べ て いる 。 LDL, 佐藤 信 
RES) (LAMOTEMBOD 
結果 か ら そ の よう な こと は 期 
待 出来 な いと の べ て いる が , 
この 図 を みる と 少な く と る も 第 
I 型 の 花 賠 岩 は 比較 的 漢 所 生 
成 物 で あり , 第 IV WOE 
賠 岩 は 比較 的 深 所 生成 物 で あ 
Die OGY Juice NE 
Bo 


(2) ERA—-BRA-KE 
AD=MAR ERB EE 
石 一 灰 長 石 の 三成 分 系 に ょ つっ 
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rr SEL CER +R) WRT WET 
能 線 に よる 型 と の 関係 鉄 苦 質 鉄 物 ) の 三成 分 系 で 表わさ れる 成分 と 放 
に つい て は 一 部 前 報 り に 発表 射 能 分 布 曲線 に よる 型 と の 関係 

Lea, SE, 田 ノ 上 岩 体 の oc 


北部 と 西部 (ARH, 芽 
I 型 を 示す ) OB, 岩手 
県 北上 山地 の 岩 体 の 各 接 触 部 
(第 1I 型 ) 第 III 型 , 第 IV 
型 )) お よび 同一 岩 体 か どう 
か は 不明 で ある が , 松山 市 東 
部 の 接触 郎 (第 I エ I~III =) 
一 西条 市 西部 の 接触 部 (第 1I 
型 ) 一 玉野 市 北部 の 接触 部 
(@ 1) t2n508 8 hh 
EVYIL OTERO 7 WV 22r ee 
i SRERAEMRL TA 
る と , 第 4 図 に 明らか な よう Ant Em 
CRKRAICEU ) Ors 6 HR 

ARIES < at, B IV 型 か ら 第 エ 型 へ の 変化 の 傾向 と が 一 致し て いる 。 

(3) ( 正 長石 + 鋼 玉 ) 一 曹長 石 一 ( 灰 長石 填 鉄 苦 質 鉱 物 ) の 三成 分 系 ( 正 長石 + 鋼 玉 ) 
一 昔 長 石 一 ( 灰 長 石 鉄 苦 質 鉱 物 ) の 三成 分 系 で 表わさ れる 成分 と 放射 角 分 布 曲 線 に よる 
型 と の 関係 を 第 5 図 に 示す 。 これ を みる と , BI 型 か ら 第 IV 型 に いた る 変化 は , 最初 
( 正 長石 士 鋼 玉 ) と 訂 長 石 成分 に と め る も の か ら ( 灰 長 石 二 鉄 若 質 鉱物 ) 成分 に と め る る も 
の へ の 変化 と 相 伴 な う 儲 向 の ぁ ある こと が 認め られ る 。 
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今後 の 問題 と し て , 特に 各 元 素 の 定量 分 折 を し て し ら べ る べき 点 が 残さ れ て いる が , | 
度 の 補足 的 研究 で は 一 応 次 の 事 が いえ よう 。 


田 ノ 上 , 木屋 岩 体 に つい て は (a) e BOHARIE Th, U 系 列 元 素 の 含有 量 に 関係 が あぁ あり, 
8 放射 能 は 特に K 含有 量 に 関係 が 深い こと が 岩石 薄 訪 の モー ド か ら る ゃ も 確 め られ た 。 

(b) 放射 人 角 分 布 の 研究 で 予想 し た こと が , ARADSUO he 6 >, 田 ノ 上 岩 体 が 
拓 成 起源 で あぁ あり, 木屋 岩 体 は 変成 作用 の 産物 で ある こと が 確 め られ な た 。 

一 般 の 岩 体 に つい て は (a) MIME K,0 に 富み Al,O3 に 逐 し く , HIV 型 は Al。O。 
に 富み KO に 逐 し く , 夫々 両極 端 を 示し て いる 。 

(b) 第 工 型 は 洲 所 生成 物 で あり 第 IV 型 は 深 所 生成 の も の で ある と 考え られ る 。 

(c) ノル ム 計 算 に よる 長石 成分 は 第 IV 型 か ら 第 1 型 に な る に し た が つて 共 融 点 に 
Se 
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第 2 報 (BERG, WR, 十勝 お ょ び 大 雪 燃 結 凝 灰 岩 ) 


Petrochemical studies on the welded tuffs in 
Hokkaido, Japan (II) 


(Petrochemical studies on the welded tuffs from Kimobetsu, 
Toya, Tokachi and Daisetsu districts) 


左 fe 文 男 (Fumio Sato)* 


香 Jil 義 郎 (Yoshio Kagawa)* 
Fl #4 a& (Hiroshi Shirahata)* 


Abstract: The authors analyzed chemically 16 specimens of the 
welded tuffs in Hokkaido; those are 4 from Kimobetsu, 3 from Toya, 
4 from Tokachi, 4 from Daisetsu and 1 from Shikotsu districts. SiO, 
contents range from 54. 31 to 72. 12 percents, therefore there are rhyolitic, 
dacitic and andesitic welded tuffs. They are mostly plotted in the field 
of Kuno’s hypersthenic rock series in the MgO-(FeO+Fe,O,)-(Na,O+ 
K,O) diagram, proving to have been derived from the magma contaminated 
by sialic materials. Among them, the Tokachi and Daisetsu welded tuffs 
are clearly richer in alkalies, especially K,O corresponding to SiO, than 
the others. 

Such characteristics shown in the chemical composition of the welded 
tuffs is similar to that of lavas from the same inner subzone of volcanic 
zone along the Kurile arc. Original magma from which the Tokachi and 
Daisetsu welded tuffs were derived must have had the composition of 
the high alumina basalt proposed newly by Kuno, which is rich in 
alumina and higher in alkalies than the tholeiitic basalt magma. While 
the other welded tuffs which belong to the Nasu zone situated at the 
outer side of volcanoes along the north-eastern Japan arc considered to 
have been derived originally from the tholeiitic magma. 


1. & 


PS EMEIC ED BEST Z TEED Kk LEED PE & ES _E VC BRE 75 ER CH D0 著者 等 は 先 
年 来 , 北海 道 の 各 地 に 広い 分 布 を 有する この 種 岩 石 の 岩石 化学 的 研究 に 着手 し , 既に 登別 
お よび 支 功 痴 緒 北 灰 農 に つい て は 報告 し た ! り 。 その 後 更に 喜茂別 , 洞爺 湖 , 十勝 岳 お よび 
大 雪山 周辺 の も の に つい て , 新 に 化学 分 析 を 行い , 登別 , VA, WR, 喜茂別 の 東北 日 本 
弧 に 沿う 外側 火山 帯 に 属す る 類 結 凝灰岩 と , AE, 十勝 の 千島 弧 に 沿う 内 側 火 山 帯 に 属す 
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BUSSE OW TC, (FRED EEBURA ERA? ONS MS RSREK ORR 
に 何等 か の 参考 に な れ ば 著者 等 の 幸 と する と ころ で ある 。 

本 研究 の 発表 に あ た つ て , BCMRE SAE, 御 助 言 を 賜 わ つ た 北海 道 大学 石 川 俊 
夫 教 授 に 感謝 する 。 


2. 産 状 


ADO REECE Cid, 最近 に お いて る も 多く の 研究 *-18) 未 発表 され , 喜茂別 , 
WS, 十勝 , 大 雪山 の も の に つい て る も , その 分 布 と 産 状 の 概略 は 知ら ちら れ て いる 。 従 つ て こ 
> に は 特に 筆者 等 が 分 析 試 料 採 集 の 際 , 調査 し た 箇 囲 で 注意 を ひい た 点 の み に つ いて 述べ 
NELD CE NEI Be 

十勝 話 結 凝灰岩 は 北海 道 の 話 結 北 灰 岩 中 最も 広大 な 分 布 を 示す も の で , 一 つの 噴火 の 中 
心 よ り 噴 出せ られ た も の で な く , 数 個 の 火 選 か ら 数 回 に 豆 り 噴出 そら れ た も の の ご と く 思 
われ た が , 最近 高橋 公正 13) は , この 活動 は 北 々 東方 向 の 割 目 噴出 に よ つ て 行わ れ た も の 
tl, 時 代 の 異な る 3 稀 結 凝 灰 岩 層 の 存する こと を 明らか に し て いる 。 こ の 内 最も る 広大 な 
分 布 を 示す も る の は 十勝 下部 帳 結 北 灰 岩 と 称せ られ る も の で , 筆者 等 の 分 析 し た も る の は この 
岩層 中 の も の で ある 。 又 筆 者 等 は 従来 大 雪 類 結 凝 灰 岩 の み の 分 布地 域 と 認め られ た 上 川 
町 , BSKOPH, 発電 所 近く の 道路 に お いて , RERWRKE CBMs 6+ 
Ket RL, 新た に 分 析 を 行 つ た 。 KEBABS 200m に お よび 柱状 和 飾 理 
の 著しい 部 分 が あぁ ある が , 喜茂別 の も の は 厚く て も 50m 洞 伏 の も の は 80M 位 で ある 。 支 
勤 妖 結 奨 灰 岩 に つい て は , 筆者 等 が 第 1 報 に お いて 既に 述べ た が , 今回 支 劣 湖 に 近い 
千歳 川 港 下 の も の 1 個 を 探 集 分 析 し た 。 SAMPLE INCHED LAC, Bue 
岩 状 の 部 分 が 多く , YUH CREEK PR ICUTET SOW, 今回 分 析 し た も の は 石英 実 山 
BA ORA SRK OF BEEK DS SiO, 11% も 少な か つた こと は , HAMMAR 
均一 で , DRE PRCA BH OIA S72DOD, ARNEBETZIOLBDNSZ. 

ROK a (SRC ELAN } ACP AUIS) BAIL, BOSROKNEHEH, 四 
Fr ete VRC RE DY, 堅く 帰結 し て 話 岩 状 と も な る の で , 分 析 試 将 岩 片 の 
採集 や 分 析 試 料 の 作 仙 に は 注意 を 要する も る の と 思わ れる 。 


Sm 


3. i g 


PERE a (L— IBC YK RR BB, TD CH, 多孔 質 で , KIRCAEA, 右 
EK, IRVED ) DO CLG ROBREARICMD SOL MHS. BAHL CER, 
neon Mpa ecto ITS Le Oe 

o SOR) GY HW) O, 大 小 の 石 質 岩 片 を 多量 [に 含み , 甚 し き は 集 塊 岩 状 の も の, Bis 
Fore heer tat tat 

GP CMT UL, THKALOVIODS RUBAOLOECH So 喜茂別 ) WR, +B 
Ds Olsyiscak Chin >’ FakOGRMBE RL LCHEL, BOMPEESACOSR, 
+HOOUHSRORBRESACOSs LAL, MROLOOAMMMIRE TT 
の に は , 石英 が 少く , FAG dK ¢ PRA RIE AO VORA So KHOVWO 
lac AA eS BATA A Pie ABRE LARCH SMS, KAM OME 
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質 の も の は 石英 お よび 角 隊 石 が 全く 存 し な い 。 

KREODdOILTIWD YO eR RARE CHS, 共に 石英 を 含む 
部 分 が ある 。 叉 大 雪 の も の に は し ば し ば 普通 角 図 石 を 含ん で いる 。 

構成 鉱物 成分 中 石英 は 一 般 に 不 規則 破片 状 或 は 一 部 円 味 を 帯び た 融 人 般 形 を 呈す る 。 特に 
十勝 , 豆 茂 別 の も の に 多量 に 含有 され , 最大 径 Smm, 他 の 産品 鉄 物 より は る か に その 量 
が 多い 。 祭 長 石 は 不 規 則 破 砕 状 乃 至 半 自 形 で 黒 帯 構造 を 示す も の が 多い 。 BARRIS 
BW CHRAD MAL TE An 24~43 96, BER An 30~40 96, 支 和 An 40~55 %, 
AF An45~55 96, 洞爺 An 40~55 9%, 登別 An55~659 SARL, 一 般 に 中 性 長石 
BEKRACASRMUBRONRAD FR AD 成分 に 富ん で いる 。 RH2RO) VAN 
長石 と 比 し て 相当 な 傾向 に は 矛盾 が な い 。 黒雲 母 は 一 般 に 黒 福 一 淡 黄 福 の 多 色 性 が BL 
く , 特に 十 浴 の も の に は 多量 に 含ま れ 最 大 径 IMM EAR. SNAIL RSE OSE 
性 が 著しく , AER EAT o EG RAISE ¢ RARE SD, 登別 , MB, WAR, 
BRUMOD + ODICHW CREA LU BE CHES 

竹 結 北大 岩 の 石 基 は 大 部 分 ガラ ス 質 で あぁ る が , 部 分 的 に 相違 が ある 。 一 般 に 淡 灰 一 淡 福 
黒色 の ガラ ス と 無色 透明 の ガラ ス が 流動 村 曲 し な が ら 連 つて 流 理 構造 を 呈し , 時 に 水滴 状 
を 示し て 集合 し て いる 。 一 般 に 無色 透明 な ガラ ス は 肉眼 的 に は 軽石 状 の と ころ に 多い 。 
又 微細 な 鱗 贅 石 , クリ スト ベル 石 の 集合 し て いる 部 分 や 海上 唱 質 の 部 分 が 認め られ る 。 + 
勝 , 大 雪 の も の で は 暗 灰 色 の ガラ ス に 球 題 状 構造 が 発達 し , その 間 を 無色 の ガラ ス が 埋め 
て いる 。 GABE の 述べ た ご と く , ガラ ス 片 が の ば され て 写 に 接着 し て いる こと より , 
吐出 の 際 に 可 成 り 高温 で 粘性 を 保つ た 結果 を 示す も の と 思わ れ , 又 潜 品質 部 は 堆積 後 も る 可 
成り 長 時 間 高 温 を 保つ た た め , 一 部 に 腕 斑 璃 作用 る 行わ れ た こと を 示す も の で あろ う 。 こ 
の 疾 結 構造 は 地域 に より , 或 は 部 分 に よ つ て 閉 し い 処 と 然 ら ざる 処 と あぁ る 。 +B BEE 
の も の は 一 般 に この 構造 が よく 発達 し , 釜 別 の も の に は 殆 ん ど 認 め ら ちら れ な い 。 BBBILE 
結構 造 の ょ よく 発達 し た も の は , 十勝 , 喜茂別 の ご と き 寺 酸 分 の 多い 流 紋 岩 質 の も の に 多い 
傾向 の あぁ る も の と 考え , この こと は 杜 酸 分 の より 少 い も の より 更に 融 点 が 低く , 従 つ て 
FAM LAS, より 長く 類 融 の 状態 を 保ち 得 た こと に も 起因 し た も の で あろ うと 考え て い 
る 。 


2G ae 


See SALT OIE KBON, BED LO 4, WROD 3 (i, 十勝 の も の #4 
fh, 大 雪 の も の 4 個 及 び 支 和 劣 の も の 1 個 を 新た に 化学 分 析 し , その 結果 を 第 1 表 に 示 し 
た 。 理 に 既に 報告 し た 登別 及び 支 功 許 結 凝灰岩 1) の 平均 値 を も 表示 し た 。 第 1 表 に よれ 
ば SiO。 の 含有 量 は 54.3196 より 72.1296 ORV BOTH), 安山岩 質 の も 
の ょ り 流 紋 岩 質 の も の まで 存 し て いる こと を 示し て いる 。 即ち 大 雪 の も の は SiO。 54.31 
~63.46%, 登別 の 平均 値 は 64.27%, 洞爺 の も の 65.00~69.06%, 十勝 の も の 69.00 
~72.12%, BEND SD 65.96~70.00% RAO FU 69.289 を 示し , これ ら 化 学 
組成 の 特徴 は 鉱物 組成 と 大 体 に お いて 相対 応 し て いる 。 Pe YF LEADS Ole 
前 述 の ご と く 平 均 値 に 比 し て 著しく SiO。 含有 量 の 低い も の が あり , その 他 大 雪 の も の 
が SiO, に 約 9% の 変化 範囲 を 示し て いる 外 は 著しい 差異 は な く , 夫々 ー 様 な 化学 組成 


oH 
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第 1 表 北海 道 の 
NEE ET SA Ce 
< | YZ ck 
SU BP RUE ae AS RIC 

CSRs 2 3 4 5 6 ES 
gas Dee | 
SiO, 64.27) 65.96) 67.30) 69.82) 70.00) 65.00) 68.28) 69.06 
TiO, 0.18 0.45 0.30 0.24 0.20 0.60) 0.48 0.26 
Al,O3 15.78 16.32 17.15 17.56 17.30} 17.48) 17.28] 14.88 
esa 3.36 oaks 0.25 0.46 0.50 1.01} 1.20; 0.96 
FeO 2.88 3.24 3.10 1.25 1.24 2.35} 1.24; 0.90 
MnO 0.36 0.18 0.16 0.13 0.15) 0.12; 0.14) 0.14 
MgO 1.64 1.68 1.62 0.50 0.55 1.44; 0.52) 1.10 
CaO 5.62 4.84 4.70 2.76 2.86} 4.80} 3.52) 2.10 
Na,O 3.64 3.88 3.84 3.76 3.68) 3.40, 3.36) 3.80 
K,O 1.54 1.36 1.44 1.34 1.20, N24 ee 3 4i leery 
INO): 0.20 Oke 0.18 0.18) 0.19) 0.16) 0.17; 0.20 
—H,O 0.83 0.50 0.81 1.70 2.85] 1 40) 1.58} 1.32 
+H,O 0.68 1.06 Pras) 1.20) 3.16 
Total 100.30} 100.37] 100.85| 100.76 100.72, 100.48 100.31 99.65 


1. 4 ヶ の 平均 値 , 2. 鈴川 駅 前 , 3. Breblkb, 4. AARNE, 5. MK 
漠 駅 附近 , 6. 長 流川 . 集 塊 岩 状 の も の , 7. 長 流川 . PARADA SIO, 
8. 長 流川 ・ 未 凝固 の も の , 9. JSBwe TIAMAT, 10. 白金 温泉 


を 示し , 特に 十勝 の も の は 各部 分 共 殆 ん ど 同 様 な 組成 を 有 し て いる こと を 示し て いる 。 

CMRI AIC BW CE 中 心 よ り 遠 ざか る に 従 つ て SIO, 含有 量 を 増し , RA 
の も の に る も 稽 この 傾向 が あぁ る が 1), その 他 で は この 傾向 は 認め られ な い 。 

次 に SiO, に 対す る Al。0。, CaO, Total FeO, MgO, Na,O お よび K。0 の 含量 
の 変化 を 第 1 図 に 示し , PEF BPO に < ょ る 本 邦 火 山岸 の 化学 組成 平均 値 の 示す 曲線 
を 標準 と し て 比較 し た 。 第 1 図 に よる と , Al。O。 は 概して 本 邦 の 平均 より も 高く 7 特に 
喜茂別 , WR, 大 雪が 著しく , CaO も 一 般 に 高い が , MgO Total FeO で は 明らか 
な 傾向 は 認め ちら れ な い 。 最も 著しい こと は アル カリ 含有 量 に お いて , 特に K20O に お い 
て は 千島 火山 帯 内 側 の 十勝 , 大 雪 大 山 列 に 属す る 十勝 お ょ び 大 雪 の 話 結 凝灰岩 が 平均 値 よ 
りり 高く その 他 那 希 火 山 帯 に 属す る 類 結 北大 岩 と 明らか に 異 つ た 傾向 を 示し て いる こと で 
ある 。 こ の こと は 痴 岩 の 化学 組成 に た 示さ れる 内 側 火 山 帯 の 特性 2) と 全く 同様 な 特徴 が 類 
結 疲 灰 岩 に お いて も 認め られ る こと を 示す も の で ある 。 更に K,O/Na,0 の 関係 図 を つっ 
くる と 第 2 図 の ご と く , 十勝 , 大 雪 の も の が 他 に 上 比 し て 高く , 特に 大 雪 の も の は 本邦 平均 
値 よ り は る か に 高い 値 を 示し , 両者 共に アル カリ の 中 で る 特に 20 に 富む こと が 半 し い 。 
次 に 第 1 表 の 分 析 値 より フル ム お よび = グリ 値 を 算出 し , ノル ム 石 英 を 第 3 図 , ニ グ リ 値 
qz を 第 4 図 に 示し た 。 KE, 十勝 の も の が 本 邦 火 山 岩 平均 値 に 比 し て 判然 と 低く , ER 
の 飽和 度 低 く , 比較 上 alkalic で あぁ る こと を 示す 。 又 両 者 は ノル ム 長 右 に お いて 第 5 図 
に 示す ご と く , 平均 値 よ り Or に 富み , 7 VLRO 図 の ご と く Wo が 高い 。 更 に 
両者 は = グリ 値 に お いて alk/al-alk は 第 7 図 に 示す ご ど ごとく , 平均 値 よ り 高く , k-mg By 
係 は 第 8 図 の ご と く , 平均 曲線 の 右側 に 位 し て KK20 に 富む こと を 未 し て いる 。 

これ ら の 事実 は 十勝 , SORMMRKAR その 他 の も の に 比 し て , 弐 酸 の 飽和 度 が 低 
{> アル カリ 特に K,0 に 富み , alkalinity の より 高い も の で ある こと を 示し , 外側 お 
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KA OILS may 
+ TF ke Re BER AERA AS we wR KR 

SO 449 F 12) | ts 14 15 16 17 18 19 
69.00| 70.00] 71.20] 71.57] 72.12) 69.63; 58.56| 54.31] 58.48| 60.40| 63.46 
0.15] 0.15} 0.10} 0.29] 0.10} 0.10} 0.35] 0.20) 0.15| 0.30; 0.28 
14.84) 14.08] 15.32) 13.11] 14.56] 14.32} 18.80} 20.50) 18.55] 17.90, 17.73 
1,43] 1.30] 0.90, 2.62] 0-85] 2.08] —-3.15'" 0.72]  1.16|-1.16| 0.76 
1.78} 1.51] 0.54 0.78} 1.20) 90 4.62) 3.68 5.32) 4.06/ 3.04 
0.20] 0.20} 0.24) 0.07| 0.20) 0.15} 0.50] 0.50/ 0.35| 0.24/ 0.18 
1.28} 1.34] 0.68 0.64/ 0.64, 1.12; 2.82} 2.57] 2.80/ 3.16] 2.56 
4.30| 3.56] 3.46} 2.19) 3.70/ 3:20 7.84 8.30/  7.50| 6.78 5.60 
4.00| 3.80| 3.85| 3.89} 3.85] 3.09] 2.52)  2.87/ 3.35| 3.56] 3.60 
2.40| 2.30; 2.65) 3.39) 2.60 1.88] 0.90) 1.14] 1.94] 2.50) 2.40 
0.17] 0.20] 0.15) 0.06} 0.20) 0.19} 0.15] 0.12] 0.15] 0.16] 0.14 
1.20\) 2.12} 0.40] 0.60) 0.20|) 2.46/) 0.50], 5.407) 0.84] 0.30] 0.30 
} 0.90) 0.42) 0.50 } | 0.20 0.75 
| = 
100.39|100.56 100.39 99.63100.72) 100.13| 100.71| 100.31) 100.59[100.72| 100.80 


・ FERRE, 12. 分 析 者 . PR BSKE, 13. RR, 14. 6 ケ の 平均 値 , 
- KAU, 16. 松山 温泉 , 17. BBWAA, 18. 層雲 峡 小 隙 , 19. feel 


LU AM KUB OBS OPM RICK CRANS RE”) と 全く 同様 で あり , Best, 
ace & x U Cle HC BW Cs AAR SRC RG S 大 山 活 動 を 継続 し て 来 た こ 
と を 暗示 する 。 特に 石英 に 著しく 富む 流 紋 岩 質 の 十勝 妖 結 凝灰岩 と RWABROKERE 
涯 灰 岩 が 同じ 傾向 を 有する こと は , 岩 質 は 著しく 異 る が , 本 源 的 に は 関係 深い る も の で ある 
こと を 示し , 興味 が ある 。 有 叉 各 成 分 関係 図 に お いて , し ば し ば 洞爺 お よび 喜茂別 粘 結 凝 灰 
岩 が 想 傘 つて 一 つの 集 群 を 形作っ つて いる こと は , これ ら の 本 源 に お いて 二 に 関係 の 深い こ 
と を 暗示 し て いる ご と く , その 噴出 中 心 の 従来 明らか で な か つた 喜茂別 巡 結 凝灰岩 の 所 属 
を 示す 上 に お いて 重要 で ある 。 

最後 に MgO-(FeO+Fe2O』)- (NagO+ 玉 20) 成分 図 に plot する と 第 9 図 の ご と く 
何れ も 久野 久 ?3) (EOCENE BAORBAS EN, 混成 作用 の 行わ れ 
た 岩 系 に 属す る こと を 示し て いる 。 勝 井 義雄 *4) も 鬼首 燈 結 寿 灰 岩 の 研 究 に お いて 話 結 小 
TRE DARIRA ER CHS IL EMA CO4M, 筆者 等 は 誠 結 弟 灰 岩 を つく つた 軽石 流 , 
KURO, 更に 広義 の 熱 雲 式 火 山 活動 の 一 因 は 本 源 岩 此 が 混成 作用 を 行 つ た 結果 , 
揮発 成分 を 増し た こと に よる も の と 考え て いる 。 


5. B 約 


今 ま で 述べ た こと を 要約 する と 大 体 次 の ご と く で ある 。 

1. JRE ORPRKET, Bret, WR. th ABEBLURADIO® 16 個 新 た 
に 分 析 し ・ 第 1 報 に 報告 し た 登別 , KADVODEAIACHINRA Le. SiO。 含有 量 は 
54.3196 より 72.12% Hh, 鉱物 組成 , 化学 組成 両者 より 安山岩 人 , 石英 安山岩 質 , 
流 紋 岩 質 の も の が あぁ る こと を 示し て いる 。 


____ K20/Na20 
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実線 は 本 邦 火 山岸 の 平均 値 ( 種 子 田 , 1952) 


第 2 図 K,O/Na,O 値 変 化 図 
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符号 は 第 1 図 に 同じ 
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2 これ ら を MgO-(FeO+Fe, 
O,)-(Nag+K,0) 成分 図 に 投影 し 
た 結果 , 凡そ RRB RAK GE 
れ , これ ら の BRK RE 
Ae BR 由来 し た も の で 
あぁ ある こと が 知ら れ た 。 

3. AHO 大 山 岩 平均 値 に HL 
て , 千島 火山 帯 の 内 側 に ある 十勝 , 
雪 の 疾 結 凝灰岩 は アル カリ 特に 
K,0 B24, OMNIRL, RAGA 
本 弧 の 外側 火山 帯 た る FEU LL aE 
に 属す る 喜茂別 , WAR, KH, 登別 
の 疾 結 北 灰 岩 は アル カリ に 逐 し さく, 
夫々 の 地域 の WSCA SNS 特性 
と 全く 同様 な 特徴 を 示し た 。 この 
こと は 洪 積 世 , 沖積 世 を 通じ て , 同 
一 地域 に お いて , 夫々 同種 本 源 岩 
ARIZ ES 大 山 活動 が つく ぐい て いた 
= EAS o 

4. +H, KEO weeks 
7 VAMMIZBWT QUEL &, Or, 
Wo の 高い こと , = グリ 値 に お い 
て qz が 低く , alk/al-alk が 高く , 
k-mg 関係 に お いて に 富む こと 
な どる も, OD ees Lik 著 し 
く 異 る こと で , | その 地域 の | 燃 岩 に 
示さ れる 化学 的 特性 と は 一 致し , FB 
アル カリ に 富む 本 源 岩 柴 に 由来 し 
て いる こと を 示す も の で ある 。 HS 
BABA) に よ ょ つて 提唱 され た 
High alumina basalt magma に 
よる も の で あろ 3 う 。 又 その他 の 痴 結 
凝灰岩 は tholeiitic basalt magma 
に 由来 する も の と 考え て 差 支え な 
いも の で あろ 3 。 
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バー ネス 鉱 の 加熱 変化 に つい て * 


Thermal study on some birnessites 


岡 田 広 吉 (Kokichi Okada)** 


Abstract : Differential thermal analysis and X-ray diffraction 
have been applied to 6 birnessites from different localities in northeastern 
Japan. These thermal curves are characterized by a single flat endo- 
thermic peak at 600~750°C, due to the recrystallization of birnessite to 
hausmannite, but in some case this peak is absent. By heating, birnessite 
first inverts to cryptomelane then to amorphous state and lastly to 
hausmannite, but in some specimens no cryptomelane is formed. 


1. € 


ik 


N—-RKAGIE, ATO 6-MnO, HEU Manganous manganite (以下 Mn-man- | 
ganite) (248 L Withee? BS SRM ICM LC, 1956 年 Jones-Milne?) 237% 
HUD Birness BICAA CHALEMMCHS.o ALO 5-MnO, tk 1943 年 , 松野 四郎 ) 
が 実験 的 に 始め て 合成 し て 以来 , McMurdie?), McMurdie - Golovato*), Delano5) 等 
の 報告 が あり , まな た Mn-manganite は Feitknecht・Marti6), Cole.Wadsley・ 
Walkley’), Butler-Thirsk®) 等 に よる 報告 が あつ て 生成 条件 も 明らか に され いる 。 fh 
方 , バー ネス 鉄 の 今日 迄 に 報告 され た 産地 は Birness!) 島 の 外 に , 立木 鉄山 9), Bare 
鉄山 9), SERED EE LP HEALHF DREGE) お よび Cummington, Mass., Stering 
Hill, N. 本 や) の 講 鉄 山 を 数 える に 過ぎ ず , 他 の 二酸化 マン ガン 鉱物 の 産出 に 比べ る と 
甚だ 少 い 。 こ れ は , バー ネス 鉄 が 黒色 で 塊状 , 土 状 ある い は 泥 状 を 量 し て 肉眼 的 に 他 の 二 
酸化 マン ガン 鉄 と 区 別 で きず , さら に 結 品 度 が 極め て 低い 上 に , や ゝ 多量 の 不純 物 を 混入 
し て いる こと が 多い 等 の 理由 で , ONE CHM, 鉄 床 研究 者 に 見 過 さ れ て いた ゝ めで あろ 
うと 推察 され る 。 事実 , 8-MnO。, Mn-manganite の 生成 条件 な ら び に 筆者 等 が 見 出し 
た バー ネス 鉄 の 生成 の 場 を 観察 し て みる と , 天然 に お ける バー ネス 鉱 の 生成 環境 は 他 の 二 
酸化 マン ガン 舗 物 と 同様 に 特殊 な 場合 で ある と は 考え られ ず , 上 述 し た 推定 の 妥当 性 区 音 
HeN4So 

DAZE E CVC FER S N77 —-*% AGK, 6-MnO。, Mn-manganite の X 線 廻 折線 を 一 括 し 
て みる と この 3 考 村 は 何れ も 7.0A, 3.6A, 2.4A, 1.4A 附近 に 2 マオ 4 末 の 拡散 し 
た 廻 折線 を 有する の が 特徴 で , Jones-Milne!) 示 指 揃 し た よう に 3 者 の 結 品 構造 ボ 同 一 


* 選鉱 鑑 錬 研究 所 報告 第 352 号 。 本 報 文 は 日 本 久 物 学会 昭和 35 年 度 会 に お いて 議 
演 し た 南部 松 夫 ・ 岡 田 広吉 ・ 谷 田 勝 條 : 東北 地方 の 2, 3 の 8-MnO。 に つい て 
(1960 年 6 月 ) の 一 部 で ある 。 

** 東北 大 学 選 久 鑑 錬 研 究 所 
AE 以下 原 報 文 の 名 称 に 従い 記述 の 混乱 を さけ て いる 。 
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で ある こと は 明白 で あぁ る 。 し か し , この 3 者 の D.T.A. 曲線 , Bs (hicow Tis 2, 3 
の 研究 者 に よる 報告 が ある が , 結論 は 研究 者 毎 に 異 り 統一 され た 見 解 が な いよ う で ある 。 
東北 地方 産 バ ー ネ ス 鉄 の 鉄 物 学 的 な ら び に 鉄 床 学 的 研究 の 概要 は 既に 発表 し た 1)。 末 
報 文 は その 一 部 に 当り , か つ 上 述 の 事情 に 鑑み バー ネス 鉄 の DV.T. A. 曲線 と 加熱 変 化 の 
詳細 に つい て 報告 する も の で ある 。 
な お , 実験 方 法 は 前 報 と 同様 で ある の で 省略 する 。 


2 FR 試料 


筆者 等 が 東北 地方 で 見 出し た バー ネス 鉄 の 産地 は 枚挙 に 必 が な い が , 本 実験 で は 次 の 基 
VEC SBN iL, FON A ABO D.T.A. 曲線 お よび 加熱 変 化 の 基 碗 的 検討 を 行 
つた 。 すなわち , 試料 は 肉眼 的 に 不純 物 の 混入 が 認め られ ず , 実験 試料 と し て 充分 な 量 が 
得 ら れ , か つ 産 状 の 異 る % も の で あぁ ある 。 

A. 冊 手 県 豊口 鉱山 産 バ パー ネス 鉱 SoS) は 北部 北上 山地 に 位置 し , SRI 
FEROREHRT + —b eRe LT SERV Y AYR, 銘 床 上 部 は 各種 の 二酸化 マ 
ン ガ ン 鉄 か ら な つて いる 。 ABE EGAN OW CL HME - SHRE™ に ょ っ て 
詳細 な る 研究 が 行なわ れ , 既に 本 誌上 に 発表 され た 。 KRRAO HARI Hy 
鍼 中 の 品 洞 に 泥 状 を な し て 産 し た も の で , 両氏 に よる D 帯 の バー ネス 鉱 で ある 。 探 取 当 時 
の 試料 は 黒色 で 水分 に 富み , 極め て 軟弱 な 粉 状 な いし 泥 状 を 量 し て いた が , BACHE L 
CHOURS UA LHR SHBRL AD, MURR, 急 卵 状 等 の 構造 が 出現 し , 生成 当時 の 状 
熊 を 具現 する 。 本 鉄 の 化学 分 析 結 果 か ら 導 いた 化学 式 ) は , Jones・Milnel) が バー ネ 
ス 鉄 に 与え た 化学 式 に た 比較 的 良く 一 致し て いる 。 

B. 青森 県 南 股 鉱 山 産 バ ー ネ ス 鉱 本 鉄山 5) は 青森 県 西津軽 郡 深浦 町 に あつ て , GER 
は 新 第 三 紀 層 の 凝灰岩 中 に 肥 胎 する 層状 マン ガン 鉄 床 で ある 。 バー ネス 鉄 は 本 鉱床 の 赴 頭 
附近 か ら 産 し , DBR, AFA CBA SL, 本 鉄 床 産 の 他 の マン ガン 鉱物 に 比べ て 見 掛け の 
比重 が 極め て 小さ い の が 特徴 で ある 。 本 鉄 は 指 頭 で 容易 に 粉 化 で き , 粉末 の 色 は 塊状 の 場 
合 と 異な らち ない 。 ま た , 化学 分 析 結 果 で は 不純 物 に 由来 する 数 D SiO。, Al,O, 2% 
有 し て いる が , 不純 物 を 除外 し て 化学 式 を 導く と Jones-Milne!) y3—% 2G ER 
た 化学 式 に 近い 結果 1) が 得 ら れ た 。 

な お , 本 試料 の 化学 分 析 結 果 の 詳細 は 別 報 の 予定 で ある の で , 本 文 で は 省略 する 。 

C. 山形 県 大 泉 鉱 山 バ パー ネス 鉱 大 泉 鉱山 8) は 山形 県 東田 川 郡 朝日 村 に 位置 し , Sk 
B= ACO MAH & BA LT SRAO BBO EACLE + f+ HG wv GK 
床 か ら な つて いる 。 NAAR RHO MMH A 6 HEL iro RG CSN 
る 葵 マン ガン 鉄 々 脈 中 の 裂 目 か ら 豊 富 な 地下 水 が 落 下 し , バー ネス 鉄 は この 地下 水 に よっ つっ 
CHIR, 側溝 等 に 黒色 , 泥 状 の 沈 淫 物 と し て 生成 し て いる 。 GRIPES —% AGKY BIR 
する と 豊 品 鉱山 産 バ ー ネ ス 鉄 に 類似 の 外観 と な る 。 

以上 の 3 試料 の 肉眼 的 特徴 は , 黒色 , 塊状 ある い は 泥 状 を な し , HRT S LR, Ba 
で 見 掛け の 比重 が 他 の 二酸化 マン ガン 鉱 に 比べ て 造 に 小さ いこ と 等 が 挙げ ちら れる 。 これ ら 
の 試料 は 腕 水 後に 他 讐 物 へ 移行 する 恐れ が 多分 に ある の で , 試料 は 控 取 後 直ちに 目的 に 応 
じ て 調 整 し , それ ぞ れ の 実験 を 短期 間 に 行 つた 。 
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3. X 線 Wt ik 


前 記 3 試料 と 比較 の た めい に Birness 
BPE. —% AG” の X 線 廻 折線 を 第 1 
表 に 掲げ た 。 本 表 か ら 明らか な よう 
に , PERS BORD X ARTS AL 
Birness 島 産 バー ネス Fiz 良く 一致 
し , バー ネス 鉄 を 特徴 づけ る 拡散 し た 
BD DVT ERD PER A Bi STW 
Bo 

な お , 豊口 試料 の 4.99A, 3.15 A 
は クリ プ ト メレ ー ン 鉄 , 南 股 試料 の 
9.63A, 2.17 A 8A, 大 泉 試 料 の 
3.38A は 石英 の 和 廻 折線 で あつ て , 各々 
が 極 く 少量 含ま れ て いる こと を 示す 。 


第 1 豆 バー ネス 鉄 の X 線 廻 折線 
Birness 5] BK 大 泉 
d tf d 1g d I d 8 

9.63 | w 
7.29 SM TZ NES Wy 7200 ETN ZOS 
4.99 | w 4.02 [lv Ww 
3.60 | w 3 38 | w 
$3.15) |) m 
esd Oe Nanay) PARE A We waate | SCD Seip | en Khe || Shy 
2.17 | 1a 
1.54] w 
A412 rm 142m oe 42) sea ees ew 
(AEST RRL A ERER BO) 


4. D.T.A. 曲 線 


83 試料 の D.T. A. fh 
線 は 第 1 図 A, B,C の 
ご と く で ある 。 3 曲線 
に は 何れ る も 附 着 水 の 離 
腕 に 伴う 100~200°C 
に 下る 吸熱 ピー ク が 存 
在 し , この ピー ク を 除 
く と 3 曲線 は 見 掛 上 異 
種 鉱物 の 曲線 の よう に 
見 える 。 

すなわち , SARS 


ENDO <——> EXO 


第 1 図 


は 480°C, 660°C yo“ nm hae posi 
FE CMB BU — 7 A: #ngkilg B: eRe 
と 960°C の 比較 的 明 山 産 


内 な 吸熱 ピー ク が 存在 


鉄 機 で 不純 物 を 除去 し た 試料 


バー ネス 鉄 の D.T.A. 曲線 


800 


1000 


C: 大 泉 鉱 
C’: C& 150°C, 2hr 加熱 後 等 磁力 選 


する に 対し , 南 股 試料 は 750°C に 微小 な 吸熱 ピー ク が 唯一 つ 認 め ら れる に すぎ な い 。 豊 
日 試料 の 480°C, 960°C の 吸熱 ピー ク は 六 線 的 に 探知 で き な か つた 7 型 ラ ム ス デ ル 鉄 1?) 
の 存在 を 示す も の で あり , 従 つ て 豊口 試料 の 660°C*, 南 股 試料 の 750°C の 微弱 な 吸熱 
ピーク グ が バー ネス 鉄 の 熟 反 応 に 起因 する と 巻 えら れる 。 両 試料 の この 傾向 に 反し , ARR 
料 は 470°C の 発熱 ピー ク と 560°C の 吸熱 ピー ク が 明 肛 で ある 。 ABS PHAR 


* この ビー ク 温 度 は パイ ロ ル ー ス 鉄 の ピーク 温度 に 類似 する が , 後述 の 実 険 に よっ つて パ ペ 
ー ネ ス 鉄 に 起因 する こと が 明らか に され な た 。 
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BRT SLPRORRROUEAL TH), また X 線 的 に 石英 の 存在 が 認め られ る の で , 発 
熱 ビ ピー ク は 黄 鉄 鉄 の 酸化 熱 , 吸熱 ピー ク は 石英 の @:8 転移 に 原因 し て いる こと は 明らか 
で ある 。 第 1 図 C^ は 同 試料 を 恒温 乾燥 器 で 150°C, 2hr. HL eB, ERASE CH 
きる だ び け 不 純 物 を 除去 し た 精選 試料 に つい て 得 ら れ た 曲線 で ある 。 CORE OX GORE 
真 は 処理 前 と 全く 同一 で あつ た が , D.T.A. で は 附 着 水 , 石英 に た による ピー ク は 消滅 し , # 
鉄 鉄 の 発熱 ピー ク は 弱い な が ら も な お 認め られ る 。 黄 鉄 鉄 に よる 発熱 ピー ク を 除く と , 本 
試料 に ば で ググ を 認め る こと が で き な い 。 

か よう に 3 試料 の D.T. A. 曲線 の 相 異 は , 混入 不純 物 に よる 影 郷 が 最も 大 きく , 不純 
物 の ピー ク を 除く と 3 曲線 に は 普通 の 二酸化 マン ガン 鉱 の D.T. A. 曲線 18) を 特徴 づけ 
る 頭 著 な 吸熱 ピー ク が な く , わずか に 660~750°C に 緩慢 で 微弱 な 吸熱 ピー ク が 出現 す 
BD, ある い は 全く ビー ク を 認め る こと が で き な い 。 二 実 験 結果 に 示さ れ た バー ネス 鉄 の 
D.T. A. 曲線 に お ける 特異 性 は ), バー ネス 鉄 を 他 の 二酸化 マン ガン 鉄 と 区 別 す る 上 に 主 
要 な 性 質 の 1 つ で ある と 考 えら れる 。 

人 工 の 5-MnO, HEU Mn-manganite の D.T.A. 曲線 は , 前 考 が Mc Murdie - 
Golovato*), B#RABWE™ に よ ょ っ つて 発表 され て いる 。 この 2 曲線 は 200°C まで に 附 
TAK OBER ES BBA RAC—7 EAL, 8-MnO。 は 200~600°C に 豆 る 発熱 ピー ク 
と 900°C の 吸 熟 ピー ク , Mn-manganite は 900°C に 吸熱 ピー ク が 存在 し , d-MnO, 
の 発熱 ピー ク を 除く と 両 曲線 の ピー ク 温 度 , FAL CHS 0 NA RRMA, 
駒ヶ岳 讐 山 産 ) の 2 曲線 が 報告 され て いる が , 前 者 の 試料 に は 不純 物 の 混入 が 多い の で , 
D.T. A. Gitta 6 -S—%AARORRE BT SO LRM CHD, 後者 の 曲線 に は ビ ピーク 
が 認め らち られ な い 。 

本 実験 で 得 ら れ た 3 曲線 を 上 述 の 曲線 と 比較 する と , 3 試料 の 曲線 は 駒ヶ岳 鉄山 産 バ ー 
RAGE HRY ROMMEL, 85-MnO。 お ょ よび Mn-manganite と は 明らか に 異 る 。 
前 述 の よう に , バー ネス 鉄 , 6-MnO。, Mn-manganite の 結 品 構造 は > 線 的 に 3 SAA 
ーー で あろ うと 考え られ て いる リリ) の で , D.T.A. に お いて バー ネス 鉱 と 人 工人 鉱物 の 熟 的 挙動 
が 相 異 する 理由 は 判然 と し な い 。 し か し , Mn-manganite を 加熱 する と 容易 に クリ プ ト 
メレ ー ン 鉄 へ 移行 し 3)7)8), 5-MnO, E772 V—-Y ROM MLBASH® も あ 
り , また 5-MnO,, Mn-manganite の D.T.A. 曲線 の 吸熱 ピー ク の 温度 , 形 が クリ プ 
RAV —Y HR) に 類似 し て いる こと 等 を 合せ て 考察 する と , D.T.A, 試料 の 5-MnO。 
BEU Mn-manganite は クリ アプト メレ ー ン 銘 に 近い 性 質 を 具備 し て いた も の で ある ろう 
と 推定 され る 。 


5. パー ネス 鉱 の 加熱 変化 


第 2 事 に 本 実験 試料 の 加熱 変化 と , McMurdie- Golovato!), 帳 木 俊二 ・ 三 宅 義 三 21) 
が $8-MnO。 を 加熱 し て 得 ら れ た 結果 を 併記 し た 。 

本 実験 結果 を D.T.A. 曲線 と 対 店 させ て 考察 する と , 加熱 変化 の 解釈 は 容易 で あぁ る 。 
すなわち , 豊口 試料 は 附 着 水 の 腕 水 直後 の 200°C で 最早 や クリ プ ト メ レー ン 鉄 に 移行 し , 
480°C の 吸熱 反応 を 経て 少量 の ビク スピ ビ 銘 が 生成 し , 次 で 660°C の 吸熱 反 店 で クリ プ 
be L—vGk, 960°C DRARECE7ACERM, それ ぞ れ ハウ スマ ン 欠 に 移行 し て い 
Bo 前 述 の よう に , 480°C, 960°C の 吸熱 反応 は 試料 に 少量 混入 し て いた 7> 型 ラム ス デ 
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BH ベー ネズ GO Mn BB 人 


a 7-0 SInmES: 5ST; SUT EEE 


€ — = 

wees | &@ oa] we wl A & |MoMurcte ©) wx. =e 
(°C) Xe | 色 | Xe] fe | MR) 5 公 x 線 XX RK 
= ww f|pi|me| p|#e|D|mel| » | a | 6] 2 

200 C / / / le | ie 

300 I 4 a I yy 4 = 5 — — 
400 a Va / a yy / 3 — c B 
500 (Cds) a He I = = = — 
600 / Iv " 4 | H (d)4 Ee G = = 
700 H+B) vz w u H 上 黒 福 色 C+B | B — — 
800 7 \fee fe) Ti |e Bl fe) 々 | 福 色 B w | C+B, — 
900 a 2 / a oN aed / yn | — B 
1000 tal 福 色 / 褐色 Go| H — — ーー 
1100 — — — a= | = — H — — 
加熱 条件 10°C/min. Piva lia Bic 所 定 温度 に 


D 2 ots or, 8 O-MnO,, CS AUS TP e ス 伝 
H: avuarvyé, d : ARBRE 


VEODARISCBAL TOSI EMBED CHZOTC, %—*R AGI 200°C で クリ プ ト 
2V—YBEN, 次 で 660°C DRARINC7 VT bRV—-—YHRDSAY AVY AABATL 
REBASo MBRBME 750°C OBE MARIS C7 AVY ENT L CW So AR 
試料 は 500°C CA RAIS EAA & % 0, 600°C か ら D.T. A. 曲線 に は 何 ん らち の ピ 
ー ク を 示さ な いで ハウ ツウ スマン 鉄 を 生成 する 。 
以上 の 結果 か ら , バー ネス 鉄 の DT. A. 曲線 は 試料 毎 に や ゝ 異 る の みな ら ず , 加熱 に よ 
る 相 の 移行 過程 , 移行 温度 る 試料 毎 に 異 る こと が 明らか で ある 。 すなわち, 豊口 試料 は バ 
ー ネ ス 鉄 か ら ク リプ トメ レー ン 鉄 を 経て ハウ スマ ン 鉱 の 移行 過程 を 辿り , クリ プ ト メ レー 
ン 鉄 か ら ハ ツ ス マン 鉄 へ の 移行 温度 は 天然 産 ク リプ トメ レー ン 鉱 0) kV CMMI CH OD, 
か つ 吸 熱 ピ ー ク も 甚だ 小さ い 。 南 股 , 大 泉 両 試料 は クリ プ ト メ レー ン 鉄 を 生ずる こと な べく 
直接 バー ネス 鉄 か ら ハ ツウ ツ ス マン 鉄 へ と 移行 する が , 両 試 料 の ハウ スマ ン 鉄 へ の 移行 温度 に 
は 約 200°C の 温度 差 が 認め らち られ, また この 移行 過程 で 南 股 試料 は 吸熱 ピー ク を 有する の 
に 対し , 大 泉 試 料 に は ビー ク を 認め る こと が で き な い e。 実験 試料 の 産 状 は 各々 異 る が X 
PONIES 者 は 同一 で あつ て , GA, 南 股 両 試料 の 化学 組成 は Jones・Milne!) 信 バ ー 
ネス 鉄 に 与え た 化学 式 に 近い 。 か ゝ る 試料 の 条件 か ら 3 試料 が 加 熟 変化 を 異 に する 原因 と 
し て , 試料 に 各々 の 生成 環境 , 化学 組成 , 結晶 度 等 の 要因 に よる 微妙 な 影 枚 が 反映 され た 
結果 と 推察 され る 。 特 に, MOBY) は 生成 環境 , 共生 関係 お よび X 線 的 に 少量 の クリ 
TFRAV-VYRESAL COS IEPAD SENSI LSS, CDN—HRAGNET VT} 
メレ ー ン ジン 鉱 に 移行 し 易い 状態 に あつ た と 思わ れる 5。 

筆者 の 実 険 結果 と 同様 に , 5-MnO,, Mn-manganite, バー ネス 鉄 の 加熱 春 化 る も 研究 
者 毎 に 異 る 結論 が 得 ら れ て いる 。 すなわち , 6-MnO。 は 360°C 以上 の 加熱 で 酸化 に よる 
不 規 則 性 を 増す 場合 *)) 350°C で パイ ィ ロ ルー ス 鉄 へ 移行 する 場合 *3)) お よび 第 2 表 に 基 
し た McMurdie - Golovato!) Oyg A= - ==") の 実験 結果 の よう な 場合 な ど で 
ある 。 Mn-manganite yx 400°C 以上 の 加 熟 で クリ プ ト メ レー ン 録 へ 移行 する こと は 多 


Ht = ES a Me TIL 53 


ROMRB®?) 9) に 認め られ , Ere S—R RAGS 300°C の 加熱 で 装 る し く 不 規則 性 を 
増す と 報告 り され て いる 。 以上 の ご ど ごとき 多数 の 研究 者 の 結論 と 筆者 の 実験 結果 の 類似 点 
は , 豊口 試料 と Mn-manganite の 移行 過程 , 大 泉 試 料 と 6-MnO。, バー ネス 鉱 の 不 規 
AVEO MOA CHOC, その 他 の 移行 過程 , 温度 は 全く 異 る 。 し か し な が ら , 例え ば ク 
YF RAV—-VRILRRAE, 特に 加熱 速度 , 加熱 時 間 の 長短 の み に よ つて 加熱 に よる 相 
の 移行 過程 を 異 に する 場合 が ある こと が 明らか で ある の で %90), 試料 の 生成 条件 と 実験 条 
件 の 異な る 実験 結果 を 直接 比較 する こと は , DTA の 場合 に お ける と 同様 に 因 難 で あ 
Bo た ゞ し , バー ネス 鉄 は 上 述 の よう に 2 通り の 如 熱 変化 過程 を 有 し , また バー ネス 鉱 か 
ら ハ ウス マン 鉄 へ 移行 する 場合 に は 試料 と 加熱 条件 の 如何 に よ つ て は , バー ネス 釣 が 閉 る 
し く 不 規則 性 を 増し て 非 品質 状態 を 呈し た 後に ハク ウス マン 讐 へ 移行 する こと も ある 。 人 
工 試 料 の 加熱 変化 の 相 異 は 試料 の 生成 条件 と 加熱 条件 の 影 絡 が 殊 に 著 る し いと 考え られ 
る o 

上 述 の 実験 と 同時 に , 加熱 産物 の 色 と X 線 廻 折線 の 関係 に つい て る も 注意 を 払 つ た 。 第 2 
RC 結果 を 併記 し た が , この 関係 は 大 泉 試料 に 顕著 に 示さ れ た 。 すなわち , 同 試料 は 
400°C まで 黒色 で バー ネス 鍼 の ※ 線 廻 折線 に は 変化 が な く , 500°C で は 黒色 で ある が X 
線 廻 折線 は 非 品質 状態 と な り , 600°C か ら 出 現し た ハウ スマ ン 鉄 は 加熱 温度 の 上 昇 に 伴 
つて ぶ 線 廻 折線 の 数 を 増す と 共に 相対 強度 を 強め , 加熱 産物 の 色 は 黒色 が 次 第 に 減退 し て 
DNV AVY BCR OMERBOT( So 豊 品 』 南 受 試 料 る ハウ スマ ン 鉄 へ の 移行 温度 は 
それ ぞ れ 異 る が , 加 許 温 度 の 上 昇 に 伴う X 線 廻 折線 と 加熱 産物 の 色 と の 関係 は 大 泉 試 料 に 
お ける 場合 と 同様 で ある 。 

か よう な 現象 か ら , S—A APLOMB AEN 4 BV — AGDIKG v Hv OREN) 
の よう に , ある 温度 で 腕 酸 素 反 応 あ る い は 腕 水 を 行う と 同時 に その 温度 で 安定 な 鉱物 に 
LAT TS OO CI (CT, 一 紀 非 品質 状態 と な つて か ら 如 熱 温 度 の 上 昇 と 加 有 熱 時 間 の 長短 
に 比例 し て ハウ スマ ン 鉄 の 生成 量 を 増加 する こと を 示す 。 非 品 人 質物 質 の 形成 は , 松野 四 
BR?) は 酸化 に よる 不 規 則 性 の 増加 , Jones - Milne”) は 同様 に 加熱 に よる バー ネス 鉄 の 不 
規則 性 の 増加 と 説明 し て いる 。 非 品質 鉱物 の 加熱 に よる 結 品 化 過 程 の 研究 は 南部 松 夫 ・ 伊 
藤 建 三 *3) に よる 非 品 質 含 水 酸 化 第 二 鉄 ( 非 品質 宰 鉄 久 ) に つい て の 詳細 な る 報告 が ある 。 
両氏 の 実験 結果 に よる と , 非 品質 信 水 酸化 第 二 鉄 は 加熱 に た よ つ て 非 品質 酸化 第 二 鉄 > 結 品 
質 酸 化 第 二 鉄 の 結晶 化 記 程 を 径 , 結 品 質 酸 化 第 二 鉄 の 生成 量 と 結晶 度 は 加熱 温度 の 高低 と 
加熱 時 間 の 長短 で 規定 され る 。 筆者 の 実験 で は ハウ スマ ン 鉄 の 生成 量 を 問題 と し , ChE 
に ふれ な か つた が , 加熱 産物 の 色 と ぶ 線 廻 折線 の 関係 か ら 結 唱 度 も 加熱 温度 と 加熱 時 間 に 
支配 され る と 考え られ る 。 

以上 の 実験 結果 と 考察 か ら , バー ネス 久 の 加熱 変化 は 試料 毎 に 移行 温度 を 異 に する が , 
移行 過程 の 中 間 に 非 品質 状態 を 呈し , 以後 加熱 温度 の 上 昇 た に よ つ て ハウ スマ ン 鉄 の 生成 量 
を 増加 する こと が 明らか に され た 。 

バー ネス 鉄 の 加熱 変化 は 試料 毎 に や ゝ 異 る 。 この 理由 は 先 に 挙げ た よう に 生成 境 環 , 条 
件 に よる バー ネス 鉱 の 不 規則 性 に 帰結 する も の で あろ 3 。 


6. 東北 地方 産 の 2, 3 の バー ネス 鉱 
N—F AGISOR TH LIER E BL, SAMAR AAO MRE BT SOA 
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で 結晶 度 が 極め て 低く , か つ 
D.T. A. 放 曲 線 は パイ 7 イロ ルー スズ 
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花岡 鉄山 産 ) 福島 県 熱塩 加納 村 
産 の 試料 に つい て 簡単 に 報告 す 


し 


る 。 3 試料 の X 線 年 折線 を 第 3 表 , D.T.A. e 


第 2 図 
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2— FAD D.T.A. 


400 600 
TEMP (‘C) 
E : 花岡 鉱山 産 


TAR / MAGLI FE/N—ARG 本 鉄 は 炭 マ ン の 表面 を 被覆 し て いた 黒 


線 を 第 2 図 に 掲げ た 。 


800 1000 
EB: Sys mA PE 
色 , SE 
型 ラ ム ス デ ル 鉄 を 混入 し て 


いる こと を 示し , DT. A. 曲線 で も 580°C, 930°C に > 型 ラ ム ス デ ル 鉄 の 吸熱 ピーク 
が 認め られ , バー ネス 鉄 の 存在 は 630°C 小さ くく 緩慢 な 吸熱 ピー ク で 未 さ れ て いる 。 バ ー 
ネス 鉄 の ピー ク 温 度 は パイ ロ ル ー ス 人 鉄 の それ に 類似 し て いる が , 800°C Grav avy ge 
を 生成 し て いる こと ゝ , X 線 廻 折線 か ら バ パー ネス 鉄 と 同定 で きた 。 


B. 秋田 県 花岡 鉱山 産 バ ー ネ ス 鉱 
ン ガ ン 鉄 か ら な る )15) OPE BBL TZ 


試料 は 黒色 , SOR, Rik y Oy OG (Bike 
if, 粉 状 鉄 で ある 。X 線 廻 折線 は バー 


ネス 鉄 と クリ プ ト メ レー ン 鉱 の 混合 で あっ つて, D.T. A. 曲線 は 960°C 附近 に クリ プ トド > 
レー ン 鉄 に 由来 する 吸熱 ピー ク を 示す に すぎ な い 。 
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C. 福島 県 熱塩 加納 村 産 パー ネス 鉱 旧 会 津 赤沢 鉄山 PEO RIC RRL Clo ree 
fam, ERR, X 線 和 廻 折線 , D.T. A. 曲線 と も に 大 泉 鉄 山 産 バー ネス 鉄 に 類似 し 
て いる 。 な お , 本 試料 の 化学 分 析 結 果 に よる と 多量 の 福 鉄 鉄 を 含有 し て いた が , BRIE 
X gale t D.T. A. で は 検知 され な い 。 


7. 総 括 


N—-AAGD D.T.A. 曲線 , 加熱 変化 の 基礎 資料 を 得る 為 に , 豊口 鉱山 , 南 股 鉱山 , 大 
泉 鉱 出産 バー ネス 鉄 を 用 いて X 線 的 並び に 熱 的 方 法 を 併用 し て 検討 し , 次 の 結果 を 得 た 。 

(1) 3 試料 の X 線 廻 折線 は 拡散 し た 少数 の 事 折 線 の み が 認 め ら れ , Birness 島 産 バ ー 
ネス 鉄 の それ に 良く 一 致す る 。 な お , バー ネス 人 録 は 型 ラ ム ス デ ル 鉱 , クリ プ ト メ レー ン 
鉄 等 と 密接 に 共生 し て いる こと が 多い 。 

(2) D.T. A. 曲線 は パイ ロ ル ー ス 鉄 ) 水 マ ン ガ ン 鉄 等 の よう な D.T.A. に 特徴 的 な 
ビー ク が な く , 660~750°C に 極め て 徴 小 な 吸熱 ピー ク が 存在 する か , あぁ あるいは ビー ク を 
認め る こと が で き な い 。 

(3) バー ネス 鉄 を 加熱 する と 600~800°C で ハウ スマ ン 鉄 へ 移行 する 。 バ ー ネ ス 鉄 か 
ら ハ ウス マン 鉱 へ の 移行 の 際 に , 中 間 過 程 と し て クリ プ ト メ レー ン 鉄 を 生成 する 場合 と 直 
接 ハ クス マン 録 に 移行 する 場合 が あぁ る が , 何れ に お いて も ハウ スマ ン 銚 に 移行 する 直前 に 
バー ネス 鉄 は 一 是非 品質 状態 と な り , 次 で 如 熟 温度 の 上 昇 と 加熱 時 間 の 延長 に よ つ て ハウ 
スマ ン 鉄 の 生成 量 を 増加 する 。 

(4) 実験 結果 に み ら れ る バー ネス 鉄 の 特徴 は , 化学 組成 » D.T. A. 曲線 , 加熱 変化 共 
試料 毎 に や ゝ 変化 する こと で あぁ る 。 この 変化 は バー ネス 銘 の 不 規則 性 が 試料 毎 に 閉 る し い 
こと に 起因 する も の で あろ 3 う 3 。 

(5) 上 述 の 基礎 実験 に 用 いた 試料 の 外 に , 東北 地方 産 の 3 試料 の バー ネス 鉄 を 簡単 に 
記載 し た 。 こ れ ら の 二 実 験 試料 の 産 状 を 考察 する と , バー ネス 鉄 は 稀 産 の 鉄 物 で な く , fe 
較 的 普通 に マン ガン 鉄 床 か ら 産 出す る 鉱物 の 1 つ で ある こと は 明らか で ある 。 


本 研究 を 発表 する に 当り , 終始 御 指導 を 頂い た 東北 大 学 理学 部 竹内 常 彦 教授 , 同 選 鉄 角 
錬 研 究 所 南部 松 夫 助 教 授 に 衣 心 より 感謝 の 意 を 表す る 。 な お , 本 実験 試料 の 大 半 は 南部 松 
夫 助 教授 の 標本 中 か ら 使 用 させ て 頂き , ま た 試料 の 採取 に 際 し て 大 泉 鉱 山 岩 油 清 行 技師 か 
ら 多 大 の 御 援助 を 受け た 。 こ ゝ に 明記 し て 両氏 に 感謝 する 。 


追 記 岡田 広吉 , BOMBA COW, 本 誌 45 巻 2 号 , 49. WA cme 
する 。「 本 報 文 は 日 本 岩石 鉱物 鉱床 学 会 ・ 日 本 鉄 物 学 会 ・ 日 本 釣 山 地質 学会 合同 学術 講演 
会 (京都 ) に お いて 講演 し た 南部 松 夫 ・ 岡 田 広 吉 ・ 谷 田 勝俊 , 東北 地方 の 2・3 08a 
つい て (1960 年 10 月 ) の 一 部 で ある 。」 
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fa RG) RARNACI VS }EOBRA, PINGY 
ン 石 及び モナ ズ 石 の 化学 成分 


Chemical compositions of allanite, fergusonite and monazite 
from the Ushiroda pegmatite, Ishikawa town, 
Fukushima Prefecture 


長谷 川 修 = (Shuzo Hasegawa)* 


1. #€ 


この ペグ マタ イト は 水 郡 線 野木 沢 駅 東方 約 1km, 塩沢 部 落 北 方 の 丘陵 に あり , 数 年 前 
石川 町 中 野 の 野木 皆 諾 にょ よ つて 稼 行 され た も の で , 黒雲 母 角 了 図 石 花 賠 隊 緑 岩 中 に 岩 脈 状 に 
PSL, 厚 さ 5m, 走向 は 略 東西 , 北方 に 70~80° SL CwS, SRV Roe ko 
CERA TRG Le, 現在 は 休 玩 と な り 寺 道 は 埋没 し て いる 。- 研 究 試 料 の 一 部 は 採掘 当 
Re (昭和 32 年 ) BARD HERE IIMA LOCH SM, BECO MA RD 5K 
石 」 フェ ル グ ソ ン 石 の 集合 塊 や , BAA, BBECHILT ZA BRESCEIE IIA 
ム 等 が 採集 で きる 。 


Dm 
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径 2~3mm, KX 10cm に 達する 長 柱状 結 品 で , 伸長 方 向 は 2 軸 , 測 角 の 結果 a 
(100), c(001), s(203), 1(201), f(301) 等 の 譜面 が 認め られ た が , 端面 は みち れ な い 。 

これ 等 の 結 品 が 略 平行 ある い は 放射 状 に 配列 し 石英 , 斜 長石 , BARANS—V41), th 
林 石 及び フェ ル グ ソ ン 石 等 と 密接 に 共生 し て いる 。 この 集合 塊 の 研磨 片 の autoradio- 
graph を 第 2 図 に 示し た 。 BARBED RV EROS (F) は フェ ル グ ソ ン 石 * で あり , 細 
い 部 分 (A) BRA OER HCH 503M (1) ieee cE, 叉 (II) 
は 平行 に 切断 し た 薄 片 の 顕微 鏡 写 真 で あぁ る 。 顕微 鏡 下 で は 新鮮 で 帯 緑黄色 ~ 緑 福 色 の 多 色 
性 を 示す 。 

浸 液 法 で 測定 し た 屈折 率 は @’=1.752, 7/=1.773, y’—e’=0.021 で , 光 軸 面 は (010), 
c A\X=20°, bD=Y, 経緯 鏡台 で 測定 し た 光 軸 角 は 2V—=(—)66° で ぁ つ た 。 

新鮮 な 部 分 を 選別 し て 化学 分 析 に 供し , その 結果 を 第 1 表 に 示し た 。 

GILG Ca, (Fel, Al), Siz0,.(0H) の Ca の 一 部 が Ce で , Fel! ある い 
は Al の 一 部 が Fel で 置換 され た (Ca,Ce)。 (Fen, Al) gSisOj。 (OH) の 基本 式 を も つ 
も る も の で ある 。 し か し 両者 の 聞 に は 連続 固溶体 の 関係 は な いよ う で あぁ る)。 MnO の 含量 
は 一 般 に 0~326 で ある が , 5 9 以上 に 達する も の も あり , この 様 な 場合 Mn の 原子 価 
及び 置換 位置 に つい て 二 , 三 の 議論 が ある 93);4),5) 。 


+ 東北 大 学 理学 部 岩 鉱 教室 
+ 微粒 の 関 ウ ラン 鉄 が 散 点 状 に 少量 存在 する 部 分 も ある 
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第 1 図 後田 ママ グ タ イト の 位 罰 ARPES OB REA tL IROL 
学 成分 に 比較 する と , MnO 
に 著しく と み CaO に 乏しい 
が , 移 土 の 量 は 大 差 が な い 。 
この 様 な 場合 < に は Mn は 2 
(me UC Ca O-Me HL 
CHET ZODEBKASLNSO 
この 考え に 従 つ て 原子 比 を 計 
BAG e eh Se 
(Cag.s2 Mno.ss Ceo.91) 1.98 
(Fe'9. 92 Fe ogA1y.92) 3.00 
Sis.96Q 12.00 (OH) 11g と な り 
bxROKI k < -ET So 
舎 こ の ょ うに Mn 〇 O を 多量 
EURAIL TY WY BR 


(Gh) ERS (b im Die (2) SERRE Sb 石 (mangan orthit, man- 
Wt9% 原子 比 。 0==12.00 て いる が 0, HORE & 
CaO 4.90 87 0.52 RX AMARA PC 
eo os % 0.55 ae は 特別 の 差異 は 認め ち れ な い 。 
; 9 < 
Ce,0; 8.72 53 | AAONV TY 4} FERRE 
[La],0, 11.63 70 0.91 2 
YO. ees (HES HIED > D 1 HEU 
FeO 10.95 | 152 0.92 Mn の 含量 が 高く , 特に 北上 , 
MgO 0.07 2 aes % 
Fe,O, 3.48 | 44 sents BRISA LU Hh BE DY D We id 
ALO a ae MnO 3% 以上 含ま れる も の 
1 -26 3 on" 5 th 
SiO, 30.78 | 513 3.06 が 多く 見 出さ れ て いる 。 =H 
H,O(+) 1.80 | 200(OH) 1.19 MnO 5.789%) 7), 
H,0(_) Boa’ large (O) 12.00 Teo 16)" KG 
Ewes (6.0696) ©), 細 窪 (5.3336), 
Total 99.83 Ragged Peak (6.74%) ®), 
G20°, 0 3.91, Vishnevy (5.379%) 10) a&je 
の も の は 本 産地 産 の も の と 同 


様 Mn 含量 の 著しく 高い も の で あぁ る 。 

人 塩沢 , 大 張 両 産地 の 福 鎌 石 は 共に MnO 6% 以上 を 含み , PER, 性 状 が 類似 し て お 
り , 且つ 密接 に 共生 し て いる 本 植 石 の 化学 成分 も 共に Mn に 富み , 前 者 の 端 成分 は 
Almsy.5 SPaa.s P¥i.0 Gr3o 後者 の それ は Almss., Spay Pyosp Grig で 示さ され, FE 
に 他 の ペグ マタ イト 産 本 格 石 に 較べ る と Mn 分 即 も Sp 分 子 に 富ん で いる 。 


$5 2a hD le 


径 lcm DF OPER EL CRRA, PIB LHREL CHT S. RRO LR 
黒色 の 強い 光沢 と で 他 鉄 物 と の 識別 は 容易 で ある 。 第 2 図 の autoradiograph に 示さ れ 


B28 72 V7V VBE), @iKRG(A) の autoradiograph 


DR AT COS Babs 
) FERED (AEE TG [ey VC HEELS TL PE Ho 
I) FA < AAI 7 o 

Ay, F 7ZNIV YE, O AR, PARA, X 47742, 
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第 2 表 フェ ル グ ソ ン 石 の 化学 分 析 (長谷 川 ) 


Wt% JRF It 0=+1.00 
LY],03 37.64 269) (0.76 
[Ce]20 3.68 22 0.06 
ThO, 1.48 6 0.02 
UO, 5.34 20 0.06 > 1.03 
CaO 0.74 13 0.04 
Fe,O, 1.76 22 0.06 
Al,O 0.52 10 0.03 
MnO 0.04 1 = 
MgO none = — 
Nb,O,; 32.84 247 =O. 72 
a ON 10.97 50 0.15 | 0.97 
TiO, 1.33 17 0305 
SiO, 0.98 16 
ZrO; 0.20 
H,O (+) 1.62 = — 
H,O(— 0.28 — — 
Total 99.42 
GE 85252。 


第 3 表 モナ ズ 石 の 化学 分 析 (長谷 川 ) 


Wt. % JRF IE 0=4.00 
Ce,O3 24.56 150 0.31 
(La],O, 31.46 190 0.45 
NAO 3.12 22 0.05 
THON 8 34 ON 
Fe,0; 0.85 11 
NO 0.16 3 (0.05 
UO 0.21 1 
CaO 0.34 6 
MnO tr = 
MgO none — 

RO 26.71 376 0.89 1.0 
2 -03 
SiO, 3.53 58 0.14 
H,O(+) 0.44 a 

H,O(—) 0.09 = 

Total Ql 

G20°,0 Bae 
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た よう に , 散 点 状 に か な り 多 
量 に 存在 し て いる 。 完全 な 結 
上 品 は 得 ら れ な か つた が 第 3 図 
(II) の 如き 中 角形 の 断面 を 
も つも の が 多い 。 顕微 鏡 下 で 
は 赤褐色 等 方 性 で ある 。 
化学 分 析 の 結果 を 第 2 表 に 
MLRo CNETOS < OA 
邦 産 フェ ル グ ソ ン 右 の 化学 成 
A SE, Pe UD 
ZHEOBW CET So Bi 
土 の 大 部 は Y 族 元素 で あり , 
[Y}+[{Ce] +U+Th+etc.== 
Y と 表わし 化学 式 を 求め る と 
Yios(Nbo.72Tao.15 Tlo.o5)o.97 
Oxon £29, YNbO, Oxt 
VEL Gin Seo 

得 フ ェ ル グ ソ ン 石 の 化学 分 
析 値 中 , 異常 に 高い U 含量 
を 示す こと が ある が (例え ば 
maka ze UO, 5.70, UO, 
3.06%), これ は 包 有 4 物 と し 
て 含ま れる 了 図 ウ ラン 録 等 に 由 
来 す る こと が 多い せこ 末 産 
HID % Dik TAA RU auto- 
radiograph O@2#zC%H, BY 
TD BED AB MLB 5 
れ な いか ら UO。 D 59 程度 
(人 休 の 2 
NENAI DER TD 6 


モナ ズ 石 は 福 熊 石 ・ 柄 格 石 ・ フ ェ ル グ ソ ン 石 集合 塊 中 に 産 す る こと は 稀 で , それ と は 別 
に 電気 石 及び 白雲 母 に 伴 つ て 長石 類 中 に 産 す る 。 一 般 に 


x2.5x4.0cm の 大 上 品 が 見 出さ れ た こと も ある 。 


HIG AL, 鏡 下 で は 淡 黄 色 均 質 で あぁ る 。 
化学 分 析 の 結果 を 第 3 表 に 示し た 。 この 結果 は 既に 発表 され た 石川 産 モ ナ ズ 石 の 分 析 
値 13) に 類似 し て いる 。 モ ナ ズ 石 は Ce MALO, 一 般 に Ce と Ce 以外 の Ce 


(100), 


lcm 以下 の 自 形 で ある が , 2.0 


(101) 


面 の 発達 し た 選 平 な 結 
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BBE (これ を La で 代表 させ る ) FH 1:1 に 含み , その 他 少 量 の Y 族 稀 土 及び 相当 
BO Th を 含む な 。 この そ モナ ズ 石 は Ce:La 一 1:1.27 で あり , Y20。』 約 3%, ThO。 約 8 
% で 普通 に み ら れ る ペグ マタ イト 産 モ ナ ズ 石 の 化学 成分 で ある 。 SiO. & 3.539 含ん 
THOM, これ は PP を Si で 置換 し て 存在 する た めで あろ 3 。 分 析 結 果 か ら 原 子 比 を 計 
算 し 化学 式 を 算出 する と (Ceo.siLao.as Yo.os Tho.oretc.o.os)o.9s (Po.seSio.14) 1.03 O4 と 
な り , モナ ズ 石 の CePO, に 一 致し て いる 。 

終り に 臨み 終始 御 指導 を 賜 つ た 大 森 教 授 に 深謝 の 意 を 表 する 。 又 現 地 調査 の さい 御 助 放 
を 頂い た 野木 博 氏 に 謝意 を 表す る 。 
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ty 


62 BABMARRAS 


BI 
g 


EBBS KIGIUBZAO X 線 的 性 質 


Vermiculite from Uzumine mine, Fukushima Prefecture 


A # Re — (Kelichi Omori)* 
長谷 川 修 = (Shuzo Hasegawa)* 
a 岡 (Takashi Yoshioka)** 


1 ¢@ AOE K 


ES REKGR BRE Cow CCR LELISBHY, 叉 この ペグ マタ イィ 
} 産 講 鉄 物 * に つい て る も 既に 述べ た の で , DS CUEAO BROW THT IETS. 
この 実験 に 用 いた 笑 石 は 4 種 で , その 産 状 は 次 の 如く で ある 。 
雲水 峰 ひ の ペグ マタ イト 赴 天 据 の 内 壁 北 斜 面 に , 6m 大 の 蛇 紋 岩 が ペグ マタ イト 中 に 捕獲 
SNCS COKEACEO AMIE FAB SMW 10cm で 発達 し て いる 。 PAIRS 
fir BL, その 鱗片 状 結晶 は 何れ る 蛇 紋 岩 と ペグ マタ イト の 境界 に 平行 に 配列 し て いる 。 
この 蜂 石 を 便宜 上 A と 名 付け る 。 

OBR E DAGRICIIBN 100m, 比 高 約 20m 隔 つ た 旧 石 綿 填 天白 跡 の 蛇 紋 岩 中 に 
Bam lm の ペグ マタ イト が あり , この 両 盤 接触 部 に 厚 さ 2~5cm の 蜂 石 帯 が 発達 し 
TWh. CORA DIBRABE, 鱗片 状 を 呈し , 結晶 は 数 mm 大 で あぁ る 。 COMA B 
と 名 付け る 。 

更に これ より 約 10m 離れ た と ころ に , 30~50cm AOSRESCEO MICA 
BELTS. COMAILK Ee EL, 鱗片 状 結晶 の 大 さき は lem, HR ROES tk 3cm 
に 達する 。 COMA DPA EPERI. COMBE C と 名 付け る 。 

この 附近 の 蛇 統 岩 中 に 厚 さ 4~5Scm の ペグ マタ イト が あり , この 撲 鍼 部 に は 蜂 石 が 発 
達し て いる 。 こ の 蜂 石 帯 の 厚 さ は 2cm で , MGI, 鱗片 状 を 量 す る 。 こ れ を D 
と 名 付け る 。 

以上 4 種 の 蜂 石 を 化学 分 析 し た と ころ , iN >SBRMNOIER ORR LEB L ho HAO 
化学 組成 に つい て は 既に 述べ た の で , こ ゝ に は 和 省略 する 。 


2X 線 的 性 質 


次 に これ ら の 疑 石 の ※ 線 粉末 廻 折 曲 線 を Geigerflex で 作成 , MHF d 及び 相対 
強度 エ 1/1I。 を 求め た と ころ , 第 1 表 の 様 な 結果 を 得 た 。 こ ゝ に 使用 X 線 は CuK。 (フィ 
ルター Ni), 30kV, 10mA CHS, この 結果 は 既に 得 ら れ た 蜂 右 の 資料 と 良く 一 致し 
て いる 。 


* 東北 大 学 理 学部 岩 右 鉄 物 鉄 床 学 教室 
半 日 本 セメント 株 式 会 社 (本 研究 は 東北 大 学 理学 部 で 行 つ た ) 


第 ol 表 
A B C D 

ES d I/I, d TVA d ae 
15.8 11 15 8 42 15.8 13 
14.5 100 14.3, |. 100) J 14-8 100 14.3 100 
| 12.6 11 12.6 7 
| Lis 5 
7.26 4 7.20 5 7.26 9 7.20 10 
4.82 7 4.82 9 4.80 13 4.80 20 
3.99 1 3.99 3 

3.65 8 
3.62 16 3.60| 28 3.60 33 3.60 46 
| 3.19 2 3.20 3 
z.89 | * “19 2.98 | 36 2.89 47 2.89 61 
BB nih. ay ee | 2.40 4 2.40 3 
iis Sle 217 4 2.06 4 2.06 7 
1.80 1 1.80 3 

1.68 1 
1.60 1 1.61 2 

1.53 2 1.54 1 

5 2 
2 


| 


1 ! 
800° 1|000°C 


1 1 


ee | 1 L 
200° 400° 600° 
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次 に 同一 試料 を 用 いて 示 差 熱 分 析 を 行 つ た 。 こ ゝ に 実験 試料 は 何れ も 約 0.4g を 使用 , 
電気 訪 の 加熱 速度 は 毎 分 10C で あぁ つた 。 この 結果 を 第 1 図 に 掲げ る 。 こ ゝ に 600°C 
附近 に 小さ な 吸熱 ピー ク が 表 わ れ た の で , 念 の た め IN-NH,NO, で 95 分間 沸騰 処理 を 
し , 叉 別に エチ レン グリ コル 処理 を 行い , Geigerflex で X 線 粉末 廻 折 曲 線 を 作成 , 上 
記 第 1 表 14.314.5A の 最大 曲線 の 変化 を 調べ た と ころ , 前 者 の 実験 で は 10A に 移 
行 ) 後者 で は 変化 し な か つた の で , 緑 泥 石 混合 層 や そ モン モリ ロナ イト が 含ま れ て いな いこ 
と が 判 つ た 。 これ に つい て は 更に 赤外線 吸収 曲線 で 検討 の 予定 で ある 。 

終り に 臨み , 示 差 熱 実験 に 関し て 便 家 を 与え られ た 上 農学 部 内 山 修 男 教授 及び 増井 淳一 助 
教授 , 叉 導 石 の 採集 に 関し て 協力 され な た 日 本 疑 石 企業 株 式 会 社 大塚 消 彦 , 青木 亮 吉 氏 に 深 
謝 の 意 を 表す る 。 
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学 組成 , ghz 3, 478~485, 1958. 
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8520, クロ リト イド Halferdahl, L. B. 


多彩 な 実験 方 法 を 駆使 し , クロ リト イ 
ド の 化学 組成 , X 線 研究 , 光学 的 性 質 , 
安定 領域 , 現 出 状態 に つき 述べ た 総括 的 
な 論文 で ある 。 化学 組成 に つい て は 新 化 
学 分 析 値 5 個 と 既 発表 の 論文 より 98 価 の 
分 析 値 を 挙げ , CaO を 不純 物 と し て , 7 
ロリ トイ ド の 化学 式 か ら 除 外し , Tid, 
に つい て る も 同様 の 観点 か ら 議 論 し た 。 7 
ロリ トイ ド は 単 斜 及び 三 斜 品 系 の 両者 が 
HY, これ は え ふ 線 粉末 回 折 値 に より 区 別 
が 可能 で あぁ る 。 三 斜 品 系 の クロ リト イド 
は , 単位 格子 が 単 斜 唱 系 の それ の 1/2 で 
ある 。 又 単 斜 唱 系 の 場合 は , WH 
(010) に 直角 で ある が , 三 斜 晶 系 で は 
(010) に 殆 ん ど 平 行 で ある る 。 ク ロリ トイ 
ド は 温度 の 上 昇 に た より, KECK 
石 二 hercynite 寺 vapour, 高圧 で は 十字 
Ait RAs + hercynite+vapourlz 
分 解す る 。 クロ リト イド は 約 1 万 バー ル 
で の み 合成 され る 。 低圧 で は ERED 
chamosite i7#77EF 4A, クロ リト イド 
は 合成 され な い 。 し か し 天然 の クロ リト 
4 Fld, LEN-NVULECD RECA Y, 
SURFEVZ BT HA 600°C 以下 で は 分 解 
な ue 7JUVb{ FE SCUBA, 
K,0, Na,O, CaO HLUKBLRMAK 
比 し て や や AL,O。 に 富み , MgO IZEEL 
て FeO に 富む 。 こ の 特徴 を 有する pelitic 
お よび lateritic な 堆積 岩 類 で は 広域 お 
よび 接触 変成 作用 の どちら で も , クロ リ 
トイ ド が まず 最初 に 形成 され る 鉱物 で あ 
So 変成 度 が 進む と , AEA, Bean, 
十字 石 な ど を 伴う 。 熱 水性 の 脈 中 に も ク 
ロリ トイ ド は 出現 し , Harker の 如く そ 
の 生成 に stress を 考え る 必要 は な い 。 


録 


叉 クロ リト イド の 生成 , 消 減 の 過程 に 種 
々 の 反応 式 を 与え て いる 。 (Jour. Petr., 


2, 49~134, 1961) (KBD 
8521, Sapphirin の 化学 式 と 格子 恒 数 
Kozel, Hs ji. 


天然 産 (Fiskern&s) と ATM sapphi- 
rin 結晶 に つい て X 線 的 に 再 検討 し て 次 
の 値 を 得 た 。 Gy=11.26A, 0。=14.46, 
Co=9-95, B=125°20’, ZeAHBE P2,/co 
ALO 光学 的 性 質 は 光 軸 面 ) (010), 
CNZ=13°29) (= 2Ni=—64o7no— es Ol, 
y=1.705. 化学 式 は 従来 2MgO0・2A1。O。. 
SiO。 即 も Mg2Al4SiOjp。 と され て きた な た 。 
天然 産 の 比重 は 3.49 で , Z=8 が 得 ら れ 
この 式 は MgsAljeS1zO4op。 と な る 。 AL 
卓 の 化学 式 は MgSi-AlAl Of wast 
Dnt, Mg,AljgSi3049 が 妥当 と 思わ れ 
る 。 谷 人 工 品 は MgO, Al。0。, SiO, の 
混合 物 を 1450° に 加熱 し て 得 ら れ , B 
0.18mm 程度 の 四角 板 状 結 品 で ある 。 
(Neues Jahrb. Monatsh., 213,68~ 
71,1961) [長谷 川 ] 
8522. Boltwoodite の 新 資 料 Honea, 
R. M. 

Boltwoodite は 1956 年 Frondel お 
ょ び 伊 藤 両 氏 に よ ょ つて 記載 され た alkali- 
uranyl seme, ウラ ン の 一 次 鉄 物 と 
し て か な り 普 遍 的 に 見 出さ れる 。 化学 式 
は K(H;0) UO,(SiO,) -~H,O (n=0~ 
1) に 相当 し kasolite に 類似 し て いる 。 
赤外線 分 析 に よれ ば nesosilicate に 属 
+. @=1.668~1.670, B=1.695~ 
1.696, y=1.698~1.703, (-)2VACG 
TAMER LAG RD よう で ある が 実 
際 な は な 5 軸 方 向 に 伸び た 単 斜 唱 系 の 結 品 で 
あろ 3 う 3。 放射 状 の 針 状 あぁ あるいは 繊維 状 結 
卓 と し て 母 岩 の 孔 隙 や 割 目 を coating し 
て 産 し た り , AV 7yvRORERE LTH 
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する 。 ウラ ニー ル 塩 , BHIET VAY, 
FEIRT VAY, 水 酸 化 アル カリ 等 の 溶液 
か ら 熟 水 的 に 合成 で , 試薬 如何 に よ つ て 
K, Na, NH, analogue を 生ずる 。 fil 
えば Na,SiO,, HRY 7 =—2, NaOH 
の 落 液 を 242°C, 42hrs. BAL Na- 
boltwoodite が 生成 され る 。 (Am. 
Min., 46, 12~25, 1961) 〔 長 谷川) 
8523, 昭和 基地 ユー クセ ン 石 ポリ ZL 
ー ス 石 系 鉱物 Hayashi, S., Naga- 
shima, K. 

PUR RE PONT S94 PIB 
放射 能 の 強い 黒色 鉱物 の 比重 は 約 5.5 
で メタ ミ ク ト 化 し て お り , 1000°C 7 時 間 
加熱 し た 試料 の 線 粉 末 優 は ユ ュー クセ ャ ン 
石 の それ と 一 致し , D.T.A. 曲線 は 760°C 
に 著しい 発熱 ピー ク が ある 。 化学 分 析 の 
結果 は MnO 0.05, Fe,O, 1.07, CaO 
0.64, MgO 0.22, (Ce},0, 0.38, [Ys 
O, 625,26" THO, 320, > UO, 11:46) 
UO, 0.67, (Nb, Ta),O, 30:76, TiO; 
24.74) SiO, 0:33, SnO, Ol, H,O 
(+) 0.23, S2F 99.1496 @ Ayion Bass 
Osgs と な り ユーク セン 石 一 ポリ クレ ー 
A 石 系 鉱物 の 化学 式 と 一 致す る 。(Nb, 
fa) 0 Os R03.6027 0 Bres 
gger の 分 類 に よれ ば ポリ クレ ー ス 石 に 
相当 し て いる 。 (南極 資料 , 11 号 , 27~ 
30, 1961) CRAIN 
8524, 石英 タリ スト バル 石 の 転位 に 対 
する Al。0。 の 効果 Chaklder, D. C. 

ブラ ジル 石英 を 用 い ク リス トバ ベ バル 石 へ 
の 転移 に 及ぼ ぽ ばす Al。0。 の 効果 を 実験 し 
た 。 Al,O, を 0.22, 0.88 及 び 1.76% 
(Si4+/A13+ 28 200: 1, 100:1,50:1% 
U 25: 1) & in % 1500°, 1530°, 1570°C 
に 加熱 し た 。 こ の 結果 A1。0。 D EERKIN > 
量 の 附 加 (0.22 及び 0.44% が 石英 の 転移 
と クリ スト バベル 石 の 形成 を 可 な り 促進 し , 
Al。O。 の 附 加 量 が 0.889% RU 1.76% の 


と き は 0.22 及び 0.44% の と きよ り る も 
転移 率 が お そい こと が 判明 し た 。 これ は 
Sl4+/Ai8+ yz critical Wat ああ 05 

そこ で 触媒 効果 が maximum に な る こ 
と を 示す 。 石英 の 転移 速度 は 一 次 反応 で 
HADo LALTIVARAVAE2Z OD 
異な る 比率 を 示す 。 最初 は 急速 で , その 
後 速度 が 遅く な る 。 この 速度 の 変る 点 は 
304.5% クリ スト ベ バル 石 の と ころ で 
あぁ ある 。 (Jour. Am. Cer. Soc., 44, 175~ 
180, 1961) CK) 
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光石 学 及 び 火 山 学 


ーー 


8525, Soay BE ライ ト に よる 砂 同 
の 壮 融 Wyllie, P. J. 

Soay 島 に は Torridonian 砂岩 に 貴 入 
し た 多数 の 塩基 性 及び 超 塩 其 性 の 小 婁 入 
岩 体 が ある 。 この うち の ビク グラ イト ・ シ 
VO 1 つ は 砂岩 に 増進 変成 作用 を 与え, 
最も 著しい 部 分 で は 原 鉄 物 の 929 BE 
BLCTAo.SOMEO CME BLE 
は 石英 ) , SAA, 草 青 石 及び 磁 鉄 鉄 の 
マイ クロ ライ ト ASSL Peep ce 
成 さ れ て いる 。 この 類 融 し た 捕獲 岩 の 種 
々 の 時 期 に お ける 沙 液 の 組成 を 化学 分 析 
お よび モー ド か ら 計 算 し た 。 (ERAT 
ら , この 疾 融 が 過剰 の 蒸気 圧下 で 行なわ 
れ た こと が 判る 。 WEAR we EO 
程 は NaAlSi。O。-KAISi。O。-SiO。- 耳 ,O 
系 の も の と 非常 に 似 て お り , 圧力 の 上 限 
(ee PT カー ブ か ら 決 め た 。 
深 液 は 430kg/cm? の 蒸気 圧下 で 1025 
935°C GHA L, UTA b EARL Te 
堆積 岩 の 反 応 か ら , 類 融 の 最も 進ん だ の 
は ビク ライ ト の 品 出 作用 が 殆 ん ど 終 つっ た 
時 期 で ある 。 又 ビ クラ イト の 貫入 時 の 温 
eis 1175°C @%64. (Jour. Petr., 
2, 1~37, 1961) (HAI 


i> 
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8526, BRA LHKEPO Heat Why 
SZREAIV27 5 Wilshire, H. G. 

Sydney の 南 50 myc [SSKIO 堆積 岩 
BALK GE 1/28 方 沸 石 玄武 岩 の 
plug が あぁ る 。 BARK 周囲 の 砂岩 や 頁 
BeiBEel, マグ マ と これ ら が 反応 し , 
HEAORRICHEA Hate, 粗 
MBBRBAT TI bPREUTWSo IN 
ら の 化学 組成 は アル カリ 去 武 岩 マ グマ が 
混成 作用 を 伴 な わ ず 品 出 分 化 に より て 生 
成 さ れ た も の と 非常 に 似 て いる 。 これ ら 
の 生成 物 は マグ マ 中 に BA oe OER 
込ま れ た 時 , その 方 へ アル カリ を 含む 揮 
発 成分 が 移動 し , 同時 に 皇 鑑 岩 は マグ マ 
中 に 加熱 に より ガス を 放出 する 。 LOR, 
捕獲 岩 の 周 囲 に は 一 層 揮 発 成分 は 濃 集 し , 
Ca, Mg 等 は 外側 へ 移動 し , 砂岩 の 周囲 
(HA, 斜 長石 が 生ずる 。 一 方 , 頁 
岩 の 周 囲 に は 交 石 コロ ナ は 生じ な い が , 
ペグ マタ イト や 粗 面 岩 が 良く 発達 する 。 
KRG, ~7794, EBSD 
個 の 化学 分 析 を 行 な つ た 。(Am. Jour. 
Sci., 259, 260~279, 1961) [青木 〕 
8527, Mugearite Muir, I. D., 
Tilley, C. E. 

Hebride と Hawaii 去 武 岩 々 石 区 の 
アル カリ 岩 系 mugearite COHWIE 
学 的 , SKA 7 A RA OFA ce 
BEAL, 上 記 岩 石 区 お よび New 
Zealand の mugearite 及び その 関 騰 岩 
の 詳細 な 研究 を 行 つ た 。 . これ ら の 岩石 区 
の mugearite 10 Hs O(LZAM & Fi 7. 
い MgO-FeO+Fe,0,-alkalis 三角 図 
に 点 示 する と 同一 分 化 経 路 を 示す 。 これ 
BBA bE 10, FF vy BERKS, 
長石 25 個 を 分 離し , 化学 分 析 お よび 光学 
性 質 の 測定 を 行 な つ た 。 Mugearite 及び 
ZORRO 7 V2 Gtx Or-Ab-An 
図 の アノ ー ソ クレ ー ス BROMINE RAS 
れる 。 一 方 , 化学 分 礎 か ら 求 め た RAD 


卓 出 経路 は 基 性 アン デシ ン か ら ライ ム ・ 
2 Er awante 
で は 有余 長石 と Ca・ ア ノー ソ ク レ ー ス は ほぼ 
SSD, 前 者 の 方 が 多い が , mugearite 
で は 後者 の 方 が , ずつ と 多く , 時 に Na- 
Pa4FvYEMFZ2LOSS. (Jour. 
Geol., 69, 186~283, 1961) [(#A} 
8528, 第 三 紀 酸性 ガラ BW iho 
¥2G £8 Carmichael, I.S.E. 

9 種 の 英国 及び アイ スラ ンド の 第 三 結 
酸性 ガラ ス 質 火山 岩 (フレ ー ア イト 岩 系 ) 
の 絵 化 学 組成 及び ガラ ス の 化学 組成 を 求 
め , COPIES SERRE + HE 
を 分 離し , 化学 分 析 と 光学 性 質 の 測定 を 
行 な つ た 。 CHEOR ES MILAN % HE 
VER, マグ マ と は ほ 平衡 を 保つ て 品 出 
Lito HAO daHMRIs Skaergaard の . 
も の と 良く 似 て いる が 後者 の も の ほど 
Mg+Fe・ に よる Ca の 置換 が 著しく な 
い の で か な り Di-Hd 線 側 に あぁ る 。 RR 
普通 輝石 は 鉄 の 濃 集 と 共に アル カリ が 埼 
加 す る が , Z 群 中 の Al は 殆ど 変化 し て 
いな い 。 これ は Skaergarel の も の と か 
な り 対 称 的 で ある 。 KIC Rt ERG & 
EEA O (CAH & 光学 的 性 質 の 間 の 関 
he mS 図 を 作成 し て いる 。 (Jour. 
Petr., 1, 309~336, 1960) (4A) 
8529, Yellowstone © ##UE BEK 


“LIS Boyd, F. R. 


Wyoming, Yellowstone 公園 の 流 紋 
岩 高 原 は 主 に 類 岩 流 と VERB Ca Ob 
り , SHORE P-L, 玄武 岩 及 び 流 
紋 岩 玄武 岩 の mix-lava を 伴う 。 こ れ ら 
Oye S2AAIE Pliocene に 噴出 し , 22 
の 単元 に 分 けら れる 。 1 つ は 初期 に 噴出 
し た Yellowstone tuff で , 600 平方 唱 
に 豆 り 分 布 し , 他 の 1 っ つっ は, 少し 遅れ て 
流出 し た Plateau flow で , 1000 平方 
WH 4785, Yellowstone tuff の 族 部 は 
FAVE ICIARE LL ERIC <1 OnN THB 
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化し , ARVRCE EG. この tuff は 
pyroclastic flow と し て emplace L, 
多数 の 火 道 か ら 非 常に MOM Ho 
され た 。 叉 この タイ プ の 噴出 の 熱 力 学 的 
解析 を 行い , 火 道 内 と emplacement の 
間 に お ける エネ ルギー 変化 の 値 を 求め た 。 
VRE TF AW 燃 結 する と き の 最 低温 度 
を 室内 実験 か ら 約 600°C と し て いる 。 
(Bull. Geol. Soc. Am., 72, 387~426, 
1961) (aA) 
8530,  PILAMISROWRE Me 
‘Tikhonenkov, I. P. 

IVA, YVIFAF, 42 5=e4) 
WM REY, クズ ネッ ツー アル タイ 
等 の アル カリ 岩 中 の 文 祭 構造 を 研究 し , 
Fa RELI O FRB a TE O 結果 出来 た 
と する 従来 の 説 に 反対 し , 交代 作用 に よ 
つて 形成 され た と し て いる 。 調査 地域 の 
BANRa Cl, 長石 の 大 き な 結 晶 中 に 
虫 状 の 圭 石 が 見 られ る 。 長石 の 部 分 は 同 
ー の 光学 方 位 を 示す が , BOM 
象 構造 に 葬 接 する BAO AULA 
で あり , 貝 状 の 赴 石 の 部 分 は 文人 象 構造 の 
一 部 で あぁ る と 同時 に WO RAD—-HC 
も ある こと を 示す 。 HOTLINE BRO 
BA, 最初 互 に 接し て いた 震 石 結 品 の 
境界 に 長石 が 入り こん で 置換 され , その 
BRAD & UCHR ROR LBA られ る 。 
REY AX RMOWVS7 BIN) Bh 
RBA t RAD MARHEO TIC, エ ジ 
VA CBA GRE CK A, GRE LB 
Ay Wires & RAD CAE & So 
Ya) TAX REO EHS BEL 
SRZLVES BOY YR VEOH (He 
FESR BAC ko CE) 2, a7 
TEVA ERRORANRE, Bee — 
SR ROHG DERE (REESE ZA 2S IZ 
赴 換 され て いる ) で は 明らか に 交代 作用 
に 付 障 し て 文 象 構造 が 形成 され て お り , 
文 象 置 換 構 造 は 交代 作用 を 受け た 岩石 に 


特有 の も の で ある と 考え られ る 。(Mem. 
All. -Union Min. Soc.,90, 252~255, 
1961) C38) 
8531, BRVYDAAMEBRHEREOR 
#4 Taylor, H.P., Noble, J.A. 

南東 アラ スカ で は , BEM ESE 35H 
の 超 塩 基 性 岩 体 が , rh 30 mH, 長 さ 400 
MYT 分 布 す る 。 これ ら は Coast 
Batholith に よる emplacement より 
DLR BALK OD CHS 35 個 の 岩 体 
の うち , S iBNABarEL TSM 
SLMS, BUS & OSA COS 
PUCBEE DSHS 2%, 超 塩 基 性 岩 体 は , 
MCA, Bie, BUCA, Hie, 角 
NAS PRED 5 ALB & 達 帯 状 配 
烈 を 示し て いる 。 上 記 の 順序 に 岩 型 が 談 
化す る と , その 構成 鉄 物 中 の Fe/Mg tt 
DBAS. Mita, REAR, 
SEIN, 磁 鉄 鉄 が 主要 構成 鉄 物 で ある が , 
倖 方 煙 石 は 現れ ず , ARALNEDAR 
期 の 分 化 岩 中 に 出現 する 。 これ ら 諸 岩石 
& M72b LIBRO Be nx Ses 
crystal fractionation に よる 分 化 は 適 
当 で な く , mantle の fractional fusion 
に より 必 か れ た と みな る べき きき で ある S58 
(21st Int. Cong., Part 8, 175~167, 
1960) (KEI 
8532, 熱 水 合成 の 解釈 か ら み た 沸 石 相 
Coombs, D. S., Ellis, A. J., Fyfe, 
W.S., Taloy, A.M. 

種々 の デー タ か ら Ca-Al FERRO, 
Na-Al 球 酸 塩 鉱物 を 伴う 組合せ に 関し 
て , 沸 石 相 が 与え られ た 。 沸 石 相 は , 従 
来 の 変成 作用 と 続 成 作用 の 問 の 橋 わ た し 
を する 。 =42-Y-TFyY FHAAOAR 
作用 が 再 検討 され , WERE AD ETERS 
広範 暑 に みとめ られ た 。 FIC BK 
BOK ERAS Pic, (RAE RR E ORE 
沸 石 一 方 沸 石 一 石英 の 組合 せ , HARE 
CRAB RA—BEO 組合 せ が み ら 


ip 
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れる 。 Wat t HH RE SHOR 
に は , 石英 一 プレ ー ナ イト 及び 石英 一 パ 
ン ペ リー 石 の 組合 せ が み られ る 。 堆積 岩 , 
アル カリ 内 成 岩 及び 和 飾 理 な ど に み ら れ る 
漠 石 に つい て , 「 第 一 に (Ca, Na。) O-Al, 
O; に 対す る 水 の 量 は エン 玉 ロ ビー の 
理論 的 期待 に し た が い , 形成 温度 が 低い 
ほど 増加 する 傾向 が あり , 第 二 に , Wire 
は , COB LOCHReEREI 
基き 3 グル ー プ に 分 けら れる 。 Aijiat 
BES RAKE EO 重要 な 反応 に つ 
COMME & 水蒸気 圧 の 影響 が 研究 さ 
れ , 水蒸気 圧 1000bar で 反応 温度 280°C 
と 定め られ た が 平衡 温度 は も つと 低い で 
あろ う 。 固 相 圧 が 水蒸気 圧 の 3 HORE 
下 で は 反応 温度 は 約 200°C に 低下 する 。 
漠 石 想 の 上 限 は 約 300°C で , 固 相 圧 と 水 
薫 気圧 は ほ ぽ 等 し いと 思わ れる 。(Geoc- 
hem. Cosmochem. Acta, 1959, 17, 
53~107) CEERI 
8533, West-Central Vermont, 
Taconic Range 附近 の FRAaA4B a 
石 の 変成 作用 Zen, E. AN. 

表記 地域 は , 早期 カン ブリ ア 系 中期 
オォ ルド ビス 系 の 砂 質 岩 , 泥 賀 岩 を 源 岩 と 
する 千 枚 岩 , 粘 板 岩 , か ら な る 。 一 般 に 
ご さく 細 粒 の た め 鉄 物 決定 に は ぶ 線 と 顕微 
Git 用 いた 。 この 地域 の 変成 想 と し て 
EBA SMB 1) 百 票 母 一 緑 泥 
石 一 石英 , 2) 自 雲母 一 ジ -SAH— 
緑 泥 石 一 クロ リト イィ ドー 石英) 3) 白雲 
母 一 緑 泥 石 一 クロ リト イド ー RRR HR 
鉄鉱 一 磁 鉄 鉱 一 石英 ) 4 ALR 
母 一 石英 一 石 墨 , 5) 白雲 母 一 ステ ィ ル 
プ ノ メ レン 一 緑 泥 石 一 曹長 石 一 徴 斜 長石 
一 石英 6) 方 解 石 一 ドロ マイ ト 一 緑 泥 
石 一 白雲 母 , 7) 方 解 石 一 石英 一 緑 泥 石 
で ある 。 1) の 組合 せ が 広範 に 分 布 す る 
こと は , 緑 泥 石 が Fe/(Fe+Mg) お よび 
(Fe, Mg) /Al 変り や すい こと を 示す 。 


分 析 さ れ た 緑 泥 石 は Al/(Fe,Mg) OFF 
も 高い も の ゝ 一 つ で ある 。 1) の 組合 せ 
HP CHAT SABRE Y YB, = 
の 変成 度 で は ご く 限 られ な た ARE ED, 
d(100) は 各々 9.97(5) A, 9.62(3) A で 
ある 。 比較 的 Al に 富む 岩 右 は クロ リト 
イド REA Al LALWBAILAF 4D 
LA ONO ESN, RGR A UE OF NDE 
と クロ リト イド は 共存 し な いも る ので, こ 
れ は 物理 条件 より むし ろ 化 学 条件 に 支配 
され る 。 鉱物 組合 せ の 解析 の 結果 , 最も 
低 変 成 度 の と ころ で る も 岩石 は 想 平 衡 に 達 
し て いる 。 低 変 成 度 泥 賀 岩 に お ける アイ ィ 
ATA NC 
も 有効 で ある が , 岩石 の 化学 成分 に 支配 
され る た め 全 て の 泥 質 岩 に は 産出 し な い 。 
さら に 鉱物 組合 せ は 本 質 的 に 単純 な る の 
CHS. (Am. Min., 45, 129~175, 
1960) VARI 
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8534, Arkansas, Saline County 
DARA MA(CBHITS=Y 4 ILO BK 
Sterligg, «P. J., Stone, C. G. 
Saline County の Little Rock py 
方 15 WRC & SAG Cit, 痕跡 程 
度 か ら 最 高 15% に 及ぶ Ni が 含有 され る 。 
この 石山 右 鉄 床 は 古生代 の 粘 板 岸 ・ チ ャ 
—bREERM ¢ 蛇 紋 岩 々 脈 の 周縁 部 に 
存在 し , Alpalk 509 以上 の 滑石 と ド 
uy4 b+ Kemer Eds 5 HA A 1 微量 
の 硫化 物 も ある 。 初生 Ni HME L Tik 
& Ni 硫化 物 (恐らく は 含 Ni BRR 
び 磁 硫 鉄 鉄 ) が 考え られ , これ ら は ドロ 
ミ テ ッ ク な 岩石 中 に 鉱 梨 状 着 く は URE 
な し , 含 Ni 品位 は 不定 で ある が , 高 品 
位 部 で は Ni 3.196 に お よん で いる 。 し か 
し ーー 部 の Ni は 蛇 紋 岩 自 身 の silicate 
Structure 中 に 取り 込ま れ て いる と 老 え 
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られ る 。 福 鉄 鉱 質 の 石鹸 石 及び 風化 し た 
蛇 紋 岩 帯 中 に Ni が 高 品位 で ある こと は , 
Ni の 残 積 的 濃 集 に よる 。 (Econ. Geol., 
56, 100~110, 1961) [山岡 〕 
8535, Idaho, Lemhi Pass 地方 の 
Th 鉱 化 作用 Anderson, A. L. 
当地 方 の Th 鉄 化 作用 は 先 カ ンプ リマ 
(ORE, The hORM RIC OCR 
まれ て お り , COMMIBPLEM LOR 
Bo, S225, SES. MRA Bi, 
bUVAE, EF XH, EIV1 LD, 
RB, 2-7eve, BEE Bias, 
長石 , TRG, BR RK ARK 
UEMOICH 5. BOMB RIS 
AR RAIBERVRICATG LL, 7G CFD 
ら 由 来 し た 流体 が , 破砕 整 に 沿 つ て 上 昇 
し 鉱 化 作用 の 初期 の 段階 で は , 深 熱 水性 
ORE CEE Th RULERS 
TBR L BA RA AMA 石 
英 等 は これ より や や ゃ 後期 の 産物 で , =EHG 
は 最 晩期 の 生成 物 で ある 。(Econ. Geol., 
56, 177~197, 1961) (eI 
8536, Quebec, Chibougaman 地 
@ Cedar Bay $Uui(CSU SHOR 
4g Miller, R.J.M. 

DHF, ケベック 州 北 部 の Cedar Bay 
鉄山 は Chibougaman 斑 励 岩 一 斜 長 岩 
岩 体 中 に 用 胎 す る 金 , 鋼鉄 床 で ある 。 本 
SKRIV k UZRHRI Ya 9 ZEB & CRE 
或いは 交代 する が , CORGR- OOM 
成 を 有する 岩石 か ら の み 成 つ て いる の で , 
鉄 床 母 岩 の 変 質 を 研究 する の に 非常 に 都 
合い いと 考え られ る 。 Chibougaman 
岩 体 は 鉄 床 周 辺 で は 変質 を 受け て (a) 
tombstone meta-anorthosite (b) ser- 
icite meta-anorthosite  (c) chlorite 
meta-anorthosite の 三種 の 岩 右 に な つ 
て いる が , これ ら 岩 石 の 約 250 枚 に お よ 
ぶ 薄 片 を 詳細 に 観察 し た 結果 , 変質 鉱物 
の 種類 , 量 秦 化 及 び 産 状 等 に より 5 っ の 


変質 整 に 分 帯 し 得 た 。 これ ら の 変質 帯 は 
全く 順序 正しく 鉄 体 の 形 に 平行 に 並び , 

RICE OE SLSR ABMRO 位置 に 支配 
され , 富 鉱 帯 の 厚 さ に 直接 比例 し て 居る 
DCL OBA OAL ARC IRB IC 
MCHA 本 論文 で は 筆者 は か ゝ る 結論 
を 導く た め に 行 つ た 岩 右 中 の 緑 泥 石 , ik 
fa cae Bike, BRA RAM, 
FABLE DSS SIO SAE IS BUS 

産 状 お よび 光学 的 性 質 の 観察 を か な り 詳 
細 に 記載 し て いる が , 成分 の 移 物 , 或 い 
は 岩 相 変 化 な ど に 関し て は 殆 ん ど 述 べ て 
いな い 。 (Econ. Geol., 56, 321~330, 

1961) Ce) 
8537, BAkBRICRIFSRBREBE OD 
人 鉱床 の 下降 性 変化 Takahashi. T. 

則 度 や 湿度 の 異な つた 代表 的 な 3 つの 
地域 即 も Nevada 州 Goodspring 地方 
Upper Mississipi Valley 地方 , Sou- 
thern Appalachian 地方 か ら 得 られ た 
PREHERE FRU SASRWID 水深 液 中 で の 落 
解 度 を 測定 し , 又 理 論 的 に 平衡 状態 で の 
落 解 度 を 計算 し , 物理 化学 的 に 扱う こ 
に よっ つて , SMH EO RE IRE RE 
し , 野外 観察 で 見 られ た 各地 域 で の 鉱物 
産出 の 想 異 を 比較 説明 し て いる 。 下降 性 
GAD & L CILAEHR IAG, MAK ALAR GAG, 
TRPR( CHE SOG, FORRSK, ELMER IAG, 邊 
SOG, 方 冶 鉱 , 硫酸 鉛 鉄 , —BRILEA, 3A 
Fh 二酸化 総 , ZKEGER CEO HVC HE 
GOK, WE SY LSKRMZOW COBRA 
Zee im, 叉 各地 成 で の 下降 性 想 に 見 
られ る , Mo, As, V, P 等 の 微量 成分 
の 源 に つい て る も 言及 し た 。 葵 亜鉛 鉄 , 加 
TRALEE SOSA, 水 酸 化 亜鉛 鉱 の 問 の 安定 性 
に つい て , TKR Cli CO, の 濃度 
と pH で 規制 され 東 燥 系 で は CO, の 分 
圧 で 規制 され る 。 ANAKATHRSGAIS ECR 
た 地域 で は 普通 に 産 す る が , 湿っ つた 地域 
で は まで ある RR SA 


i> 
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Southern Appalachian ~CHAREKDS3F 
通 に 産 す る こと や , Upper Mississipi 
Valley 地方 で は 加水 紅 和 亜鉛 鉄 や 異 極 鉄 
より る も 葵 亜 鈴 鉄 が 優勢 で ある こと を , 地 
下水 や 土壌 の pH で 説明 し た 。 7KiAES 
Gk, FAAS, 硫酸 鈴 鉱 等 の 下降 性 の 鉛 

物 お よび Cd 鉱物 の 安定 領域 は pH, Eh, 
次 液 中 の 全 S 濃度 又は CO, 濃度 に 関し 
計算 され て いる 。 (Econ. Geol., 55, 

1083~1115, 1960) 1G :33)0) 
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8538, 堆 和 町 物 お よび 石油 中 の 炭化 水素 
Meinschein, W.G. 

現世 海 成 玲 柄物 (Gulf of Mexico) と 
A7VFR VA, FU ARIPO elt 
水素 類 に つい て クロ マト グラ フイ ィ , 種々 
の 区 ペク トロ スズ コピ ビ イ 等 の 方 法 を 用 いて 
吟味 し た 結果 , 堆積 物 中 に 発見 され る 人 扇 
化 水 素 類 は 原油 中 に BASEN SIDER 
ど 同 一 の 化合 物 で ある が , その 量 的 分 布 
に は 差 が ある 。 n-paraphine は 例外 だ が 
堆積 物 と 原油 中 の 飽和 記 化 水素 類 は 著 し 
く 類 似 す る 。 WZ polycyclic aromatics 
は , 前 2 者 で 確か に 化合 物 の 相対 的 な 量 
HE, 4ORMBESXO ARCHES, これ は 
原油 が 種々 の 堆積 物 の 炭化 水素 類 の 集積 
物 で ある こと , 移動 中 の 変化 (化学 変化 
を 意味 し な い ) 等 に より 当然 の こと で あ 
る 。 堆積 物 及び 原油 中 の 炭化 水素 の 構造 
は 叉 , これ ら の 化合 物 が 動植物 自体 の 生 
産物 か ら 得 られ る こと を 示す 。 MADE 
前 の 石油 中 の 炭化 水素 の 構造 , molecular 
weight 23, 現世 堆積 物 中 の 炭 化 水 素 に 
詞 一 で ある と いう 事実 は , ONS RIK 
素 類 が , 堆積 環境 内 で 大 き な 安 定性 を も 
つこ と を 示す 。 以上 か ら , 堆積 物 , 原油 
店 の 記 化 水素 の 分 布 的 相違 は 炭化 水素 集 
} 」 積 過程 の 相違 の み で 説明 し 得る 。 即ち , 


堆積 物 中 の 動植物 遺体 が 堆積 後 間もなく 
受け る バク テリ ママ 作用, 不 飽 和 化 合 物 の 
再 配 分 を 除け ば , 石油 鉄 床 を 形成 する 作 
FAIL, 有機 物 が 石油 様 化合 物 に 化学 放 化 
すず する こと は 重要 で な 寧ろ 物理 的 な 作 
が 重要 で ある 。 従 つ て 石油 母 岩 と 称す 
る よう な 特殊 な 源 岩 を 想定 する 必要 は な 
く , HRA HERES OF ED YOM, wid 
ゆる “石油 母 岩 ” で あり 得る 。(Geochim. 
et Cosmochim. Acta, 22, 58~64, 
1961) (He) 
8539, New Mexico, Bisti 油田 の 
油 , ガス の 動 水 学 的 考察 McNeal, R.P. 
Bisti jhAiLA AO Gallup 砂岩 か 
ら 油 と ガス を 産出 する 。 こ の Gallup 砂 
岩 は SOMEDL RICA, 帯状 に 分 布 し , 
構造 的 な 高まり と か nosing は な く , Ith 
ガス の 集積 を control し た る の は 
permeability と hydrodynamics に 
よる と 考え られ る 。 こ の permeability 
lense は marine, epineritic, transition 
deltaic の 4 つの 岩 相 の 中 の epineritic 
に 発達 し , 海浜 或いは 海 成 に 近い 堆積 環 
境 を 示す 。 transition zone か ら の 21 の 
ヌコ ニテ 分 析 か が か がら 計算 て capillary 
preesure は 次 の 式 で 求め られ る 。?。= 
(Pw—Po) X9.433xZ, (p,: capillary 
pressure,’ py : specific gravity of 
water (1.03 for 45,000 ppm), Pp : 
specific gravity of oil (0.7 for 39°), 


0.433: pressure in pounds per squar 
inch,Z: height of oil column) p,= 
(1.03—0.7) x 0.433 x 365= 52.2 psi, 

静 水 の 状態 の も と で 水 は 0.466psi/ft, 

Ht 0.303psi/ft 圧力 が 増加 する 。 上 に 
示し た 様 に この 地方 の HOw Cis 油 が 
365 豆 高 い 位置 に あり , Bisti 油田 の 
capillary pressure は 静 水 圧 の 状態 で 
50psi 以上 の 圧力 が ぁ つ て Gallup BO 
コー ア の 分 析 の 結果 か ら る も 


<< 


capillary 
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pressure 50psi の も と で , 上 方 に 移動 
GALE BRIS. (Bull) Amer: 
Assoc. Petrol. Geol., 45,315~329, 
1961) (阿部 ) 
8540, Velocity logs か ら の 和 孔 隙 率 評 


価 に 関す る 地質 学 的 因子 Sarmiento, R. 


孔 隙 率 の 決定 に 対し て は 音響 学 的 速度 
と 孔 除 率 の HID 関係 に つい て velocity 
logs を 利用 する 方 法 が 試み ぁ られ て いる 。 
砂岩 に 対す る 速度 と 孔 隙 率 の 関係 は 岩石 
の 年 代 , 組成 , 深き , ER, 頁岩 化 性 , 
BALL ORBAD 型 等 の 多く の 地質 
学 的 因子 が 関係 する 。 特に 岩 右 中 の 鉱物 
宜 成 が 重要 な 役割 を 有 し て いる 。 筆者 は 
古生代 と 中 生 代 ・ 第 三 地 の 2 つの 型 の 砂 
CML TC travel time 2 porosity D 
培 係 を 比較 し て 深 さ に 関し て は 古生代 の 
Mid-Contiment 砂岩 の 方 が 新しい 時 代 
の 砂岩 より る も travel time (-gsec/ft) 28 
KEWlLEBAL OR. RA=h A 
EEALO Bc MF LC 2500~4000ft と 
6000ft 以上 の 異 っ つた 2 つの 深き さ に 分 て 
travel time と porosity の 関係 を 調 
“6 & 両者 の 関係 が 2 つ に 区 分 され る 。 
shaliness の 問題 に つい て は Maracaibo 
Eocene の 砂岩 と Wyoming Creta- 
ceous の 砂岩 に つい て 測定 結果 か ら 柱 園 
係数 を 求め て お り , 次 に CVL, BeBe 
或いは sonic travel time と sp. reduc- 
tion factor か ら travel time を 求め 
% shaliness ohare 
DMO F722 S 場合 の 砂岩 に つい て 
travel time と prosity の 関係 が 深 さ 
に よっ つて 異 る の で それ ぞ れ の chart HR 
し て いる 。 最後 に carbonates に 対す る 
travel time と porosity の 関係 に つい 
て 述べ て お り , 深 さ に 関し て は 砂岩 より 
大 きく , 特に 久 物 組成 が 重要 な 因子 と な 
DTWSo pure 7% dolomite (kt Fv 


velocity を 示す 。 し か し な が ら time- 
stone や impure dolomite の 場合 は 
velocity の 差異 が 生ずる の で 注意 する 必 
要 が ある 。 (Bull. Amer. Assc. Petrol. 
Geol., 45, 633~644, 1961) [阿部 〕 
8541, 地質 環境 に お ける 生化 学 的 分布 
stevenson, i jj. 
PUTED AD 生化 学 的 分 布 の 研究 が 
地球 化学 の 問題 に 関連 し て 盛ん に 論議 さ 
れ て いる 。 特に この 閉 察 に 関し て は 天然 
の 沈 積 に 関す る 生化 学 の 保存 に EBT S 
因子 に つい て と りあ ぁ あげ られ , LEHOT 
ミノ 酸 の クロ マト グラ フ に よる 研究 結果 
KOWLOATWH So MLWMAE LS 
は 堆積 岩 や 火成岩 中 の 窒素 の 問題 に つい 
て 論議 し て いる 。 生化 学 の 保存 の 問題 で 
は 嫌気 竹 , 好 気 隆 状 態 で その 過程 で 多少 
の 変化 が ある が , Valleentyne (1957) 
等 は クロロ フィ ル 人 熊 化合 物 を 考え て いる 
が 筆者 は アミノ 酸化 合 物 に つい て 論議 し 
て いる 。 土壌 中 の アテ アミノ酸 の 分 析 に は イィ 
Ay SO) EN 7 ea Nee 
を 行 つ て いる 。 MRO MMC TBC 
つい て は Hutchinson (1954) 72 ET 
概説 され て いる が , 最近 は 多く の 研究 が 
な され , 筆者 (1959) は 古生代 中 の 頁岩 中 
の 守 素 に つい て 研究 し て いる 。 LEC HE 
積 物 中 の C/N 比 に 言及 し , 地表 土壌 の 
C/N 比 は 大 体 10~12 で 深層 粘土 や マー 
ル は 5.5 以下 で ある 。 Mohamad (1949) 
に よる 紅海 の 堆積 物 は 2.0~8.2 の 値 を 
示し 平均 5.2, Arrhenius(1950) に よる 
大 陸 棚 堆積 物 は 4.3~12.7 Waksman 
(1933) に よる 海 成 浴 積 物 は 5.3~13.3 
の 値 を 示す 。 最後 に 窒素 の 地 化学 的 分 布 
に つい て ふれ , Hutchinson (1954) の 
研究 に よる 地上 毅 中 の BSROAARAS Re 
示し て いる 。(Geochim. et Cosmochim. 
Acta, 19, 261~271,1960) [阿部 〕 
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